
令和３年度　事務事業総点検表（１次評価）

観光交流文化

Ｒ２ Ｒ１ H30

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

1
ナイトツーリ
ズム推進事
業

H 31 ～

市
（直営・委
託）

日本平からの夜景を
軸とした夜の楽しみ方
を創出・発信し、観光
客の市内滞在時間を
延長、市内観光消費
の拡大につなげる。

①静岡夜景のブラン
ディング
②日本平の集客力向
上
③ナイトタイムエコノ
ミーの充実

①ブランディング
のための委託業
務実施
②日本平山頂で
の共同イベント実
施
③パイロット事業
の実施

①実施
②２回
③実施

①実施
②１回
③実施

一
般
23,300 ― 21,825 1.0 0.0

日本平夜景整
備計画案のイ
メージパース完
成

完了 ― ― ―
令和４年度に計画策定を目指して
おり、令和３年度内にイメージパー
スを完成させる必要がある。

完了 A A

整備計画（素案）を作成し、駿府城
公園における先行整備を含む計
画の方向性を整理することができ
た。また、静岡の夜景Webページ
を開設し情報発信の基盤を整備し
たとともに、民間イベント等と連携
し、日本平山頂への集客力の向
上を図ることができた。

市内夜景のブランディングや夜間
の集客力向上、経済効果創出に
向け、ソフト事業とハード事業の好
循環を創出するため、今後、観光
客に対するプロモーションや、日
本平山頂への送客、観光商品の
販売等の実効力のあるソフト事業
を本格化していく。

観

光

・

Ｍ

Ｉ

Ｃ

Ｅ

推

進

課

2
国内都市友
好に係る経
費

S 51 ～
市

（直営）

国内姉妹都市・友好
都市等との交流促進
を図る。

国内姉妹都市・友好
都市と相互のイベント
出展等を実施する。

交流事業の実施 実施 実施
一
般
180 ― 0 0.1 0.1

イベントなどの
交流件数

3件 0件 3件 3件
コロナ禍前、直近3か年の実績の
平均値を目標値とした。

2件 B A

コロナウイルス感染症の影響によ
り、他都市でのイベントは中止と
なったが、静岡産業フェアに佐久
市、上越市が来静し、PR及び物販
を行い、交流が図られた。

コロナの影響により、交流事業が
停滞気味ではあるが、交流人口の
拡大のため、姉妹都市交流を引き
続き深めていく。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

3

国内都市友
好に係る経
費（聖一国
師顕彰事
業）

H 29 ～
市

（直営）

聖一国師ゆかりの都
市との交流を図るとと
もに、官民連携で設
立する「聖一国師顕
彰会」とともに観光交
流客数の増加を図る。

聖一国師顕彰会事業
による交流人口の拡
大。

①事務処理の円
滑な実施
②聖一国師顕彰
会の円滑な運営
支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
2,365 ― 2,302 0.1 0.1

聖一国師ゆかり
の都市との交流
件数

1件 1件 3件 3件
顕彰会の事業計画の実施件数を
目標値とした。

1件 A A

聖一国師ゆかりの寺社を公式参
拝し、「清い水」を奉納するととも
に、福岡市博物館で開催されたふ
じのくに・しずおかデーに出展し本
市の魅力をPRした。

姉妹都市等からの観光交流客数
の増加につなげるため、引き続き
官民連携で情報発信を行うととも
に、本市の魅力をより効果的に発
信できるよう、出展・プロモーション
方法の検討を行う。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

4
滞在型観光
推進事業補
助金

S 42 ～
補助等
（交付先）

滞在客誘客促進のた
め、独自で誘客事業
を実施している静岡
及び清水ホテル旅館
組合に補助金を交付
し、更なる事業効果の
拡大を図る。

静岡及び清水ホテル
旅館組合に補助金を
交付する。

①事務処理の円
滑な実施
②滞在型観光推
進の円滑な運営
支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
314 ― 174 0.1 0.0 実施事業数 ８件 10件 12件 12件

令和３年４月１日に提出された事
業計画書に記載されていた事業
数を目標値とした。

7件 B A

新型コロナウイルス感染症の影響
の中で目標を下方修正しながら
も、コロナ禍においても実施できる
事業について検討を進め、目標値
に近い事業数となった。

コロナ禍においても有効な事業を
検討し、必要に応じて助言するな
どして支援する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

5

国民保養温
泉地プロ
モーション
事業

H 29 -

市・補助
等

（直営・交
付先）

国民保養温泉地「梅
ケ島温泉郷」の情報を
広く発信するとともに、
賑わい創出のための
イベントを支援するこ
とで、官民連携で梅ケ
島地区への誘客促進
を図る。

①国民保養温泉地協
議会総会等の開催
②梅ケ島温泉郷ライト
アップ事業の支援

①総会及び記念
イベントの実施
②梅ケ島温泉郷ラ
イトアップ事業の
円滑な運営支援

①実施
②実施

①未実施
②実施

一
般
1,800 ― 300 0.1 0.0 来場者数

1,700
人

1,634
人

2,704
人

2,656
人

コロナ流行後の昨年度並みの実
績を目標とした。

1,346
人

B A

新型コロナウイルスの影響により、
国民保養温泉地協議会総会及び
記念イベントは中止となったが、ラ
イトアップイベントについては、感
染防止策をとりながら開催すること
ができた。

ライトアップについては、地域住民
と連携しながら事業を進め、イベン
トの周知を行う。総会及び記念イ
ベントについては、令和４年度に
開催することとなったため、地元と
連携し、梅ケ島の魅力を全国に向
けて発信する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

6

静岡県中
部・志太榛
原地域連携
ＤＭＯ

H 27 -
補助等
（交付先）

静岡県中部5市2町
（静岡市・島田市・焼
津市・藤枝市・牧之原
市・吉田町・川根本
町）の広域連携のも
と、当地域の「観光目
的地」としての目的地
想起率を高め、来訪
者数を増加させるとと
もに、戦略に沿った観
光商品の開発を事業
者とともに行い、観光
消費や宿泊の拡大を
図る。

地域連携DMOである
するが企画観光局が
主体となり、次の事業
を実施する。
①戦略に基づく商品
開発とモニターテスト
②既存資源の情報発
信
③効果測定、市場調
査

①負担金交付事
務の円滑な実施
②庁内の連絡調
整

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
99,800 ― 99,800 1.0 0.0

①Learn事業体
験人数
②Tea事業（茶
の間）体験人数
③Sea事業参画
事業者数

①
2,200
人
②
5,200
人
③15店
舗

①313
人
②
2,393
人
③10店
舗

― ―

DMO事業で実施する３つの戦略
（Learn、Tea、Sea）に沿った観光コ
ンテンツの実施状況を目標値とし
た。

※従前の指標であった「静岡市内
宿泊客数（３次総目標値）」は、新
型コロナウィルス感染症の影響に
より、今後の状況が不透明な面が
あるため、別の指標に改めることと
した。

①672
人
②
5,275
人
③15店
舗

①
672
人
②
3,05
4人
③
15
店
舗

①
C
②
C
③
A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、観光客が減少し目標値の
達成はできなかった事業もある
が、その影響を除けば、SNS等を
活用した情報発信、Learn、Tea、
Seaの３つの事業を軸に、商品・コ
ンテンツ開発等の実施はできた。

３つの事業を効果的に実施してい
くため、周辺市町との連携や情報
共有とともに、来訪者や事業者の
調査分析を行う観光のシンクタン
ク機能の確立が課題。このため、
令和４年度は、各種調査や統計等
のデータを集約・分析した「するが
観光レポート」を作成し、５市２町
が効果的な観光振興事業を展開
できるよう支援を行う。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

7
静岡県観光
協会等負担
金

-
補助等
（交付先）

観光振興に関する広
域的な団体と連携し
て事業を推進すること
により観光誘客を図
る。

観光振興に関する広
域的な団体に対し、会
費等を負担する。

①事務処理の円
滑な実施
②観光関係団体
等の円滑な運営
支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
6,902 ― 6,753 0.1 0.0

各団体の円滑な
運営・事業実施

実施 実施 実施 実施

広域的な連携を図る観光事業実
施団体への負担金であり、各団体
が円滑かつ効果的に事業を実施
することが、本市への観光誘客・
観光交流人口の拡大及び地域経
済の活性化につながるため。

実施 A A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、事業実施の制約がありなが
らも各団体の事業が効果的に実
施されたため。

広域的な連携による観光誘客策を
効果的・効率的に実施することが
課題。各団体が実施する事業の
効果を検証し、より効果の高い事
業を選択できるよう、各団体事務
局や関連自治体との連携と情報
共有を図る。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

8
観光案内所
運営事務

H 19 -
補助等
（交付先）

観光案内所において
観光地や宿泊施設、
地域資源等の情報発
信を行うことにより都
市イメージ向上、観光
振興及び地域活性化
を図る。

公益財団法人するが
企画観光局の静岡駅
及び清水駅前の観光
案内所運営事業に対
し、補助金を交付す
る。

①事務事業の円
滑な実施
②観光案内所の
円滑な運営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
24,082 ― 24,082 0.1 0.0 案内人数

40,000
人

37,362
人

118,97
0人

179,87
0人

新型コロナウィルスによる影響が不
透明であり、目標値は前年と同様
の数値に据え置いた。

41,018
人

A A

新型コロナウイルス感染症の影響
により観光案内所を閉鎖した期間
があったものの、案内人数は目標
値を上回り、感染症対策を講じたう
えで適正な運営ができた。

静岡駅構内の2か所の案内所がそ
れぞれ効果的に機能するよう、利
用状況を踏まえ、あり方を検討し、
施設管理者と協議を行う。

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

局

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）



Ｒ２ Ｒ１ H30

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

9
観光宣伝事
業補助金

H 19 -
補助等
（交付先）

地域資源を活かした
観光客の誘致を推進
し、地域経済の活性
化を図る。

公益財団法人するが
企画観光局の観光宣
伝事業に対し、補助
金を交付する。

①事務処理の円
滑な実施
②観光宣伝事業
の円滑な運営支
援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
10,794 ― 10,794 0.1 0.0

観光展等出展
数

5回 5回 20回 20回
新型コロナウィルスによる影響が不
透明であり、目標値は前年度と同
様の数値に据え置いた。

7回 S A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、中止となったイベント等が
あったものの、感染対策を講じつ
つ、市内特産品を扱う小売業者や
観光業者と連携し、出展数の目標
を達成できた。

出展実施にあたり、物品販売だけ
でなく、ナイトツーリズムや日本遺
産など市が実施する事業のPR等
を行い、誘客効果を引き上げる必
要がある。また、観光展出展以外
に、ウェブ等各種媒体を活用した
PR手法についても検討を進める。

観

光

・

Ｍ

Ｉ

Ｃ

Ｅ

推

進

課

10
するが企画
観光局運営
費補助金

H 19 -
補助等
（交付先）

地域資源を活かした
観光客の誘致を推進
し、地域経済の活性
化を図る。

公益財団法人するが
企画観光局運営事業
に対し、補助金を交付
する。

①事務処理の円
滑な実施
②するが企画観
光局の円滑な運
営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
108,778 ― 108,778 0.1 0.0

団体の円滑な運
営支援

実施 実施 実施 実施

するが企画観光局が本市のパート
ナーであり、強力に連携するた
め、団体の円滑かつ安定的な運
営を実施することを目標とした。

実施 A A
市外郭団体経営計画書に基づ
き、団体の円滑かつ安定的な運営
が図られた。

観光専門組織としての人材確保・
人材育成が課題。経営計画の着
実な実行、必要に応じて適宜、見
直しを実施する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

11
中央日本総
合観光機構
負担金

H 18 -
補助等
（交付先）

東海、北陸、信州各
地域が相互に連携し
広域観光の推進を図
ることにより、観光客の
誘致・交流人口の拡
大を図る。

広域観光の推進を図
ることを目的に中央日
本総合観光機構に対
し、会費等を負担す
る。

①事務処理の円
滑な実施
②当機構の円滑
な運営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
1,500 ― 1,500 0.1 0.0

当機構の円滑な
運営・事業実施

実施 実施 実施 実施

広域的な連携を図る当機構への
負担金であり、当機構が円滑かつ
効果的に事業を実施することが、
本市への観光誘客・観光交流人
口の拡大及び地域経済の活性化
につながるため。

実施 A A

新型コロナウイルス感染症の影響
はあるものの、訪客データベース
の構築など、今後の誘客促進につ
ながるデータの収集が可能になっ
た。

９県３市の広域的な枠組みの中
で、本市の交流人口増加を図れる
かが課題。当機構のスケールメリッ
トを生かし、海外への情報発信を
主とした、インバウンド増加を図
る。また、当機構の事業を積極的
に活用し、本市のPR機会を創出
する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

12
海外プロ
モーション
事業

H 21 -
市

（直営）

本市の知名度や来静
意欲の向上、将来的
な交流促進を図り、集
客交流都市の実現を
目指す。

①韓国
・静岡市旅行ブログに
よる情報の受発信
②台湾
・旅行商品販売促進
事業
・旅行会社招請事業
・ブロガーの招請事業
・台北マラソン交流事
業

①事務処理の円
滑な実施
②ブログ等の円滑
な運営支援

①実施
②実施

①実施
②未実施

一
般

①
2,388
②
3,229

― 2,897 0.7 0.0

①韓国
ブログアクセス
数
②台湾
旅行商品販売
促進事業申請
件数

①
41,000
件
②１件

①
40,665
件
②０件

①
166,94
4件
②2件

①
112,92
6件
②4件

目標値の見直しを行い、韓国ブロ
グはコロナ流行後である昨年度並
みとすること、台湾向け事業は１件
以上実施することを目標値とした。

①
35,853
件
②未実
施

①B
②-

A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、富士山静岡空港の海外便
が停止されたため、海外に出向い
ての旅行商品販売促進事業は実
施できなかったが、韓国ブログに
ついては、事業が適正に実施さ
れ、目標値に近いアクセス数と
なった。

海外旅行ができない状況の中で、
本市への関心度の維持が課題で
ある。本市への関心を維持する継
続的な情報発信に努める。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

13

富士山静岡
空港利用促
進協議会負
担金

H 27 -
補助等
（交付先）

県、県内市町、民間
事業者との連携によ
り、大規模社会資本で
ある富士山静岡空港
の利用促進を図ること
で本市の知名度や魅
力の向上を図る。

①負担金交付事務
②運営補助

①事務処理の円
滑な実施
②富士山静岡空
港利用促進協議
会の円滑な運営
支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
5,000 ― 5,000 0.2 0.0

富士山静岡空
港利活用地域
連携事業申請
件数

１件 1件 12件 14件
新型コロナウイルスの影響が大き
いため、昨年同様の件数を目標値
とした。

1件 A A
新型コロナウイルス感染症の影響
により、申請件数は停滞したが目
標は達成できている。

新型コロナウイルス感染症の収束
を見据え、空港利用に関する補助
金制度の周知と、就航先との相互
プロモーション活動を促進してい
く。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

14
地域イベン
ト開催事業
補助金

H 15 -
補助等
（交付先）

地域社会の連帯及び
協調の促進し、本市を
訪れる観光客の増加
を図る。

地域住民が連帯して
開催する祭り、レクリ
エーション等のイベン
トを開催する者に対し
て補助金を交付する。

各地域イベントに
係る補助金交付
事務処理の円滑
な実施

実施 実施
一
般
1,100 ― 400 0.1 0.1

補助制度活用イ
ベントによる集
客数

2,000
人

1,888
人

7,550
人

24,238
人

コロナ禍の影響によりイベント開催
数が見通せないため、昨年度実
績並みを目標値とした。

1,521
人

B A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、多くのイベントが中止となっ
たが、４件のイベントに補助金を交
付し、地域社会の連帯及び協調
が図られた。

コロナを機に、イベントの開催を見
送る動きがある中で、感染対策を
講じたうえでイベントが継続的に実
施され、賑わいの創出につながる
よう、イベント主催者に働きかけを
行う。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

15
駿府浪漫バ
ス運行業務

H 12 -
市

（委託）

静岡中心市街地のま
ち歩き観光の促進と
観光客の利便性向上
のため、巡回バスを運
行し、観光客の増加
及び観光消費の活性
化を図る。

自主運行バスの運行
業務を委託し、円滑な
運行管理と利用促進
事業を行う。

年間を通じた浪漫
バスの安定的な運
行の実施

実施 実施
一
般
18,830 ― 18,830 0.4 0.1

１便当たりの利
用者数

5.5人 5.2人 8.3人 10.4人
コロナ禍の影響により利用者数が
見通せないため、昨年度実績並
みを目標値とした。

5.9人 S A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、バス利用者は減少している
ものの、目標値は上回ることができ
たため。

利用者低迷が課題。今後、しずて
つジャストラインと調整・連携を図り
つつ、利用者属性を把握し、利用
促進につながるプロモーションを
実施していく。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

16
全国大会等
開催補助金

H 12 -
補助等
（交付先）

全国的規模の各種大
会を誘致を促進して
観光客の増加を図る。

全国的規模の大会等
を開催する者に対して
補助金を交付する。

各大会等に係る
補助金交付事務
処理の円滑な実
施

実施 実施
一
般
33,000 ― 16,356 0.1 0.5

補助対象となっ
た全国大会等に
おける宿泊人数

7,000
人

2,200
人

35,233
人

33,383
人

直近3か年の実績の平均値の30％
を目標値とした。

10,183
人

S A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、多くの大会が中止となった
が、補助金交付要件の緩和、感染
症対策に係る上乗せ補助等を行
い、目標を上回ることができた。

コロナ禍前に開催されていた大会
が、引き続き市内で開催されるよう
主催者に働きかけを行うとともに、
令和４年度についても要件緩和を
継続し、MICE誘致の拡大を図る。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

17

環駿河湾観
光交流活性
化協議会負
担金

H 25 -
補助等
（交付先）

貴重な観光資源であ
る清水・土肥航路を活
用し、環駿河湾地域
を周遊する観光を促
進して、同地域におけ
る交流人口の拡大及
び地域活性化を図
る。

環駿河湾観光交流活
性化協議会が実施す
る、環駿河湾地域の
周遊観光を促進する
事業に対し、負担金を
支出する。

①事務処理の円
滑な実施
②環駿河湾地域
周遊観光促進事
業の円滑な運営
支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
3,500 ― 3,500 0.8 0.0

駿河湾フェリー
の年間輸送人
員数

93,000
人

80,021
人

129,75
6人

172,39
9人

（一社）ふじさん駿河湾フェリーの
経営改善戦略に示す令和３年度
の年間輸送人員の目標値を準用
とした。

80,717
人

B A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、利用者数は目標値を下
回ったが、追加支援や各種施策を
実施することで、前年度の利用客
数を上回ったため。

新型コロナウイルス感染症の影響
等により、周遊観光の停滞が続くと
予想されるため、情報発信事業に
より支援を行う。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

18
コンベンショ
ン・シティ推
進事業

H 19 -
補助等
（交付先）

各種会議・大会・展示
会・見本市などの開催
を本市に誘致すること
で、国内外からの誘客
を図る。

公益財団法人するが
企画観光局が独立行
政法人国際観光振興
機構と連携して実施
するコンベンション推
進事業に対し負担金
を支出する。

①事務事業の円
滑な実施
②コンベンション
推進事業の円滑
な運営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
8,316 ― 8,316 0.1 0.0

コンベンション支
援件数

15件 12件 158件 176件
コロナ禍の影響によりコンベンショ
ン開催数が見通せないため、昨年
度実績並みを目標値とした。

46件 S A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、多くのコンベンションが中
止となったが、アフターコロナにお
けるコンベンション誘致を促すた
め、オンライン商談会やDMによる
情報提供などを積極的に行った。

新型コロナウイルス感染症の影響
によりコンベンションの実施方法が
変化する中で、リアルとオンライン
を併せたハイブリッド型の実施にも
対応できる誘致施策を検討する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

19
駿河湾フェ
リー運航支
援事業

H 31 -
補助等
（交付先）

駿河湾フェリーの運航
を継続させることで、
環駿河湾地域を周遊
する観光を促し、同地
域における交流人口
の拡大及び地域活性
化を図る。

県及び環駿河湾地域
３市３町で構成する
（一社）ふじさん駿河
湾フェリーの運営費の
一部を負担する。

①事務処理の円
滑な実施
②駿河湾フェリー
の円滑な運営支
援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
39,100 ― 39,100 0.5 0.0

駿河湾フェリー
の年間輸送人
員数

93,000
人

80,021
人

129,75
6人

172,39
9人

（一社）ふじさん駿河湾フェリーの
経営改善戦略に示す令和３年度
の年間輸送人員の目標値を準用
とした。

80,717
人

B A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、利用者数は目標値を下
回ったが、追加支援や各種施策を
実施することで、前年度の利用客
数を上回った。

新型コロナウイルス感染症の影響
の長期化や原油価格高騰等によ
り、厳しい経営状況が続くと予想さ
れるため、支援の 在あり方を再検
討するとともに、経営改善計画が
確実に実行されるよう、助言・支援
を行うとともに情報発信事業により
支援を行う。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

20
静岡型体験
観光推進事
業

H 17 -
補助等
（委託・交
付先）

小中学生等の体験教
育旅行に関する企
画、誘客、受入を推進
し、観光誘客と交流促
進を図る。

①体験型教育旅行の
プログラム作成
・モニターツアーの実
施
②体験型教育旅行の
誘致活動
・首都圏、山梨、長野
への営業

①モニターツアー
実施件数
②国内学校等へ
の営業件数

①３件
②15件

①３件
②12件

一
般
7,129 ― 5,087 0.1 0.2

しずおか体験教
育旅行会員施
設利用者数

65,000
人

65,552
人

47,171
人

47,963
人

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により、従来の目的地から変
更する先として選ばれることが想
定され、昨年度に引き続き高い水
準での来訪が見込まれることから、
昨年度と同水準を目標値とする。

94,118
人

S S

新型コロナウイルス感染症の影響
により、首都圏を目的地とした教育
旅行が敬遠され、近隣県を訪問す
る傾向が強まった。これをチャンス
と捉え、関係者と連携し、山梨県、
神奈川県等へ積極的な営業活動
やモニターツアーを実施した。

今後も教育旅行の行先として継続
的に選ばれることが課題。そのた
め、教育旅行のニーズの変化を的
確に把握し、本市でしか体験でき
ないコンテンツの、効果的なプロ
モーションやモニターツアーを実
施し、継続的な需要獲得に努め
る。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

21
伝統芸能振
興事業

H 24 -
補助等
（交付先）

伝統芸能振興会に芸
妓芸能振興事業補助
金を交付する。

①補助金交付事務
②運営補助

①事務処理の円
滑な実施
②伝統芸能振興
事業の円滑な運
営支援

実施 実施
一
般
6,000 ― 2,856 0.1 0.2 申請件数 80件 85件 82件 119件

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響が見込まれるが、一方で補助
金交付要件の緩和を行うことを鑑
み、前年度と同程度の件数を目標
とした。

56件 B A

新型コロナウイルス感染症の影響
により大人数での会合が催されず
申請件数が落ち込んでいたが、補
助金交付要件を緩和することで、
芸妓芸能の利用促進を行った。

芸妓芸能が広く認知され、安定的
に利用されることが課題である。そ
のため、情報発信に努めるととも
に、補助金交付要件緩和を継続
し、利用しやすい環境を継続す
る。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

22

大河ドラマ
（渋沢栄一）
を活用した
周遊促進事
業

Ｒ 3 - Ｒ 3
市

（直営）

大河ドラマ「晴天を衝
け」の放送に合わせ
て、関連するスタンプ
ラリー企画を実施する
ことで、市内周遊を促
す。

静岡市の近代歴史を
学べるスタンプラリー
を実施する。

スタンプラリーの
実施

実施 実施
一
般
1,446 ― 1,432 0.1 0.0

スタンプラリー参
加者数

1,000
人

― ― ―

静岡県中部圏域内の小学生とそ
の保護者の参加を想定し、目標値
とした。
※静岡県中部圏域内の小学生と
その保護者約10,000人×１％

1,264
人

S A

緊急事態宣言発令による中断期
間があったものの、渋沢栄一と幕
末の静岡が学べるWebスタンプラ
リーに目標を上回る参加があり、
市内の周遊観光が促された。

単発なイベントで終わらせるので
はなく、周遊観光のメニューの一
つとして継続的に市内周遊させる
仕組みづくりが課題。歴史をテー
マにストーリー性のある魅力的な
モデルコースの造成について検討
する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

23
マイクロツー
リズム推進
事業

Ｒ 3 - Ｒ 3
補助等
（交付先）

市内宿泊件数の増加
及び市内周遊の促進
を図る。

宿泊事業者と連携し
た宿泊型スタンプラ
リー、交通事業者等と
連携した企画乗車券
等の割引を実施する。

①宿泊型スタンプ
ラリーの実施
②企画乗車券等
の割引

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
100,000 ― 29,147 1.0 0.0

①参加者数
②割引件数

①
10,000
人
②
23,070
人

― ― ―
予算要求時の想定人数・件数を目
標値とした。

①
7,470
人
②
13,230
人

C A

新型コロナ流行に伴い、事業を中
断したり、当初想定していた期間
（夏休み等）の客層を取り込めな
かったりと、参加者数等は伸び悩
んだが、宿泊事業者・交通事業
者・地場産品の生産者への支援と
して一定の経済効果を生み出し
た。

参加者が少なかった理由として、
エリア分けが細かく、達成難易度
が高かったことが想定されることか
ら、宿泊ラリーのエリア分けや達成
基準の設定方法などを検討し、よ
り効果的な事業者支援につなげ
る。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

24
東海道２峠
６宿街道事
業

～
補助等
（交付先）

東海道2峠6宿におい
て、地域の魅力を多
大な世代で共有し、
楽しめる新たなまち歩
き観光の価値を創出
し、街道観光を確立
する。

静岡二峠六宿街道観
光協議会へ負担金を
支出し、街道観光を推
進する。

① 事務処理の円
滑な実施
② 二峠六宿街道
観光協議会の円
滑な運営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
600 － 600 0.1 0.0

歴史や文化を身
近に感じること
ができるまちだと
思う市民の割合

63.0% 61.8% 64.1% 62.6%

第3次総合計画における、「歴史
や文化を身近に感じることができ
るまちだと思う市民の割合」の数値
設定より算定。

63.3% A A

静岡二峠六宿街道観光協議会と
意見交換を随時行うとともに、協議
会が行う普及啓発事業を支援する
ことで、目標値を上回ることができ
た。

「駿州の旅日本遺産」と一体となっ
て事業を進めていく必要がある。
当協議会を含めた関係団体との
意見交換の場を定期的に設けるこ
とで、二峠六宿関連事業を一体的
に推進していく。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

25
東海道歴史
街道まち歩
き推進事業

H 28 ～

補助等
（市・交付
先）

東海道歴史街道で育
まれ根付いてきた地
域資源を活用した、本
市ならではの街道観
光の確立により、観光
誘客を促進し、地域
経済の活性化を図る。

街道の魅力を情報発
信するとともに、周遊
を促すために体験商
品を提供する。

①しずおか東海
道まちあるきホー
ムページの新着
情報更新の実施
②駿河 東海道お
んぱくの実施

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
22,851 － 22,340 1.0 0.0

①しずおか東海
道まちあるき
ホームページの
アクセス数
②駿河 東海道
おんぱくにおけ
る掲載プログラ
ム数

①
143,00
0件
②
20PG

①
136,00
0件
②―

①
27,491
件
②
44PG

①―
②
58PG

①アクセス数5％増を目標値に設
定
②駿河 東海道おんぱくにおける
掲載プログラム数をコロナ禍の影
響を考慮し少なく設定

①
176,27
8件
②
44PG

①S
②S

A

①フリーペーパーへの掲載、JR東
海道線の中吊り広告や主要駅で
のポスター掲示、IAIスタジアムの
ビジョン等での放送など、ホーム
ページの存在を積極的に周知す
ることができた。
②コロナ禍での開催となったが、
少人数や小規模のプログラムでも
参加できるよう事業者のプログラム
造成を支援し、前回（R元年度）と
同数のプログラム数を確保でき
た。

①より一層のアクセス増に向け
WEBサイト閲覧者の約半分を占め
る25歳から４４歳の層をターゲット
にしたフリーペーパーでのPRに加
え、その他年代に対しても、広報
紙や公共交通機関の広告等を活
用したPRを実施していく。
②持続可能な体制の構築に向
け、事業者同士による意見交換の
場の設置など、宿場内の連携を促
進していく。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

26
お堀の水辺
活用事業
（葵舟）

H 31 ～

補助等
（市・交付
先）

駿府城公園周辺エリ
アにおける新たな歴
史観光コンテンツの一
つとして、静岡都心の
賑わいを創出するとと
もに、「歴史文化のま
ちづくり」を促進する。

運営主体者と協働し、
集客につなげる周知
啓発に努め、葵舟の
安定的な運航を図る。

①補助金支出
②周知啓発の実
施

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
10,173 － 10,102 1.4 0.0 乗船客数

8,000
人

― ― ―
運航事業者の目標乗船者数を目
標値に設定した。

5,335
人

C A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、目標値には届かなかったも
のの、運休や定員減での運航を考
慮した乗船率は目標である７２％
を上回ったことから、一次評価はA
とした。

乗船客の確保に向け、運航事業
者の広報活動を支援するほか、歴
史博物館や大河ドラマ館の開館に
向けた体制を運航事業者と協議し
ていく。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

27
駿州の旅日
本遺産事業

Ｒ 2 ～
補助等
（交付先）

地域の歴史、文化及
び景観等の資源を活
用した地域間交流と
街道観光の推進に関
する事業を通じて、交
流人口の拡大を図り、
地域経済の活性化を
図る。

本事業を実施する駿
州の旅日本遺産推進
協会議に対し負担金
を支出するとともに、
成果を高めるため、本
市事業との連携を図
る。

①ガイド養成、シ
ンポジウム開催、
観光商品開発等
の実施
②パンフレットの
配付、市広報媒体
を活用した周知

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
4,950 － 4,950 1.5 0.0

歴史や文化を身
近に感じること
ができるまちだと
思う市民の割合

63.0% 61.8% ― ―

第3次総合計画における、「歴史
や文化を身近に感じることができ
るまちだと思う市民の割合」の数値
設定より算定。

63.3% A A

ガイド養成事業（5回）、シンポジウ
ムの開催（1回）、商品開発事業（２
品）に加え、市広報媒体等を利用
した事業PRにより、市が誇る歴史
資源（東海道二峠六宿）を広く発
信することができた。

ボランティアガイドや商品開発等
に誰もが参画しやすい環境づくり
を進めるとともに、街道観光の将
来の担い手となる子どもたちへの
普及啓発に取り組み、郷土愛の醸
成を図っていく。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

28
観光案内サ
イン整備事
業

H 30 ～
市

（直営）

訪日外国人観光客の
受入れ環境整備。ま
ち歩き観光に寄与す
る目的地案内のため
の誘導看板等の整備
を国、県のガイドライ
ン及び本市公共サイ
ンマニュアルに基づき
実施する。

①観光案内サインの
設置状況の調査
②観光案内サインの
多言語化整備

①現状調査
②修繕工事

①実施
②実施

①実施
（丸子・宇津
ノ谷地区）
②実施
（由比・蒲原
地区）

一
般
3,182 ― 1,843 0.8 0.1

調査および整備
地区数

２地区 ２地区 ２地区 ３地区
整備計画に準拠した観光案内サ
インの設置状況調査および整備
地区の実績値を目標とした。

２地区 A A

整備計画に基づき、由比・蒲原エ
リアの整備及び令和4年度の整備
に向けた丸子・宇津ノ谷地区の調
査を予定通り実施した。

観光案内サインの整備に当たって
は、日本遺産（東海道まち歩き）、
夜景、歴史文化、清水港みなと色
彩計画など、他の事業や計画との
連携を意識して、当該エリアの周
遊につなげるという視点で取り組
む必要がある。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

29
東海道広重
美術館管理
運営事業

H 25 ～
市

（委託）

東海道五十三次を代
表作とする歌川広重
の浮世絵を所蔵し、市
民・観光客に広く閲覧
することで、文化の振
興と、街道観光に寄
与する。

施設の維持管理運営
を行う。また、指定管
理者の事業により、施
設の高度利用と魅力
づくりを図る。また、広
重美術館及び由比本
陣施設指定管理者と
ともに集客対策を進め
る。

①指定管理事務
の実施
②連絡会議の開
催
③六宿観光ガイド
の発行

①実施
②年６回
以上
③年４回
以上

①実施
②11回
③４回

一
般
40,145 ― 40,142 0.4 0.1

来場者アンケー
トの満足度
　（５段階評価で
４以上の割合）

80.0% 83.7% 73.2% 73.4%

例年、直近３か年の来場者数の平
均値を目標値としているが、新型
コロナウィルスの収束が見込めな
い中、影響を考慮した目標値の設
定が困難であるため、業務仕様書
に設定されている来場者アンケー
ト満足度の目標値を指標として設
定。

84.2% S A

感染症対策を踏まえた安全な施
設運営と浮世絵の魅力を伝える展
覧会事業を行った結果、来場者の
高い満足度を得られた。

アンケート結果や利用者の声を参
考にしつつ、魅力的な展示企画や
事業の実施、同敷地内の由比宿
交流館との連携を通じ、来場者の
満足度向上に努めるとともに、新
型コロナウイルス感染症の影響に
より落ち込んだ来場者数の増加に
向けて情報発信の強化に取り組
む。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

30
日本平山頂
部周辺美化
推進事業

～
市

（直営）
日本平山頂の美観の
維持

日本平山頂の県有地
へ季節の花の植苗

①植栽計画の検
討
②花の植苗

①実施
②12回
以上

①実施
②14回

一
般
910 ― 889 0.1 0.0

花苗の植栽によ
る美観の維持

実施 実施 実施 実施
季節に応じた花苗を植栽すること
により美観を維持する。

実施 A A 当初の予定通り実施できた。
倒木や施設の損傷等、日頃より問
題個所がないか注意が必要であ
る。

観

光

・

M

I

C

E

推

進

課

31
観光地及び
観光施設維
持管理事業

～
市

（直営）

各地域の特色を活か
した観光地を保全し、
利用者への満足度向
上を図る。

施設の維持管理を行
い、施設の特性を活
かした快適な空間を
実現する。

①委託事務の実
施
②必要に応じた修
繕

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
31,572 ― 27,535 0.5 0.0

施設瑕疵による
事故発生件数

0件 0件 0件 0件

適切な施設管理が目的の事業で
あるため、管理不行き届きによる
事故の発生をなくすくことを目的と
した。

0件 A A
適切な施設の維持管理を行った
結果、施設瑕疵による事故が発生
しなかった。

施設瑕疵による事故が発生しない
ように、適切な施設の維持管理及
び不具合が指摘された際の早期
対応を実施していく。



Ｒ２ Ｒ１ H30

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

32
三保真崎広
場管理運営

H 16 ～
市

（直営）

三保地区を訪れる観
光客の体験メニューを
多角化することによ
り、利用者層の多様化
と滞在時間の増加を
図る。

施設の維持管理運営
及び集客対策を行う。

①維持管理業務
の実施
②利用団体や旅
館等へのチラシ配
布やPR

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
4,774 ― 4,673 0.4 0.3 来場者数

16,400
人

13,357
人

14,633
人

16,90９
人

適切な感染症対策を講じたうえで
ポストコロナにおける利用者数の
回復・増加を図り、令和３年度にお
いては令和２年度を除く直近３か
年の来場者数の平均値までの回
復を目標とした。

13,699
人

Ｂ Ｂ

新型コロナウイルス感染症の影響
もあり来場者数は目標を達成でき
なかったものの、令和2年度の来
場者数を維持した。

施設利用者の多くが市内在住者
であるが、当該施設は観光施設と
いう位置付けであるため、市外、県
外からの利用促進を図るためのプ
ロモーションに取り組む必要があ
る。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

33
清水港船宿
記念館管理
運営

～
市

（委託）

次郎長翁の功績と清
水地区の歴史、文化
を紹介することで、清
水港エリアのまち歩き
観光の拠点として活
用する。

施設の維持管理運営
を行う。また、指定管
理者の行う事業によ
り、施設の高度利用と
魅力づくりを図ると共
に、情報を発信し集客
を図る。

①指定管理事務
の実施
②六宿観光ガイド
の発行

①実施
②年４回
以上

①実施
②４回

一
般
8,274 ― 8,243 0.4 0.0

来場者アンケー
トの評価（５段階
で４以上）

80.0% 94.2% 92.9% 94.3%

例年、直近３か年の来場者数の平
均値を目標値としているが、新型
コロナウィルスの収束が見込めな
い中、影響を考慮した目標値の設
定が困難であるため、業務仕様書
に設定されている来場者アンケー
ト満足度の目標値を指標として設
定。

88.8% S A

新型コロナウイルス感染症の影響
もあり来場者数は例年を下回った
ものの（R3：4,330人）、感染症対策
を踏まえた安全な施設運営と事業
内容及び来場者応対の努力の結
果、来場者から高い満足度を得ら
れた。

コロナ禍においてマイクロツーリズ
ムが見直されてきた中で近隣地域
における認知度向上、SNS等を活
用した次郎長の功績の発信、関連
施設との連携、日本家屋を知らな
い世代への建築物としての魅力発
信、学校の校外学習の場として活
用等の取組により、来場者を増や
していく。

観

光

・

M

I

C

E

推

進

課

34
御殿山等維
持管理事業

～
市

（直営）

御殿山等、蒲原地区
観光施設の適切な管
理による観光振興を
図る。

御殿山等由比・蒲原
地区の観光施設の維
持管理（蒲原支所と連
携を図る）

①維持管理業務
の実施
②必要に応じた修
繕

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
7,364 ― 7,140 0.4 0.0

施設の瑕疵によ
る事故発生件数

0件 0件 0件 0件
適切な施設管理を実施し、管理不
行き届きによる事故の発生をなく
すくことを目的とした。

0件 A A
適切な施設の維持管理を行った
結果、施設瑕疵による事故が発生
しなかった。

蒲原支所や地元との情報共有を
進めながら、適切な施設管理を行
う。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

35
興津坐漁荘
記念館管理
運営事業

～
市

（委託）

興津地区および周辺
地域を結びつけ、観
光コースの拠点として
地域の活性化と観光
振興を図る。

施設の維持管理運営
及び観光情報を発信
し集客対策を行う。

①事務の実施
②六宿観光ガイド
の発行

①実施
②年４回
以上

①実施
②４回

一
般
8,656 ― 8,556 0.4 0.0

来場者アンケー
トの評価（５段階
で４以上）

80.0% - - -

例年、直近３か年の来場者数の平
均値を目標値としているが、新型
コロナウィルスの影響を考慮した目
標値の設定が困難なため、今年
度より来場者アンケートを実施し、
その項目中、来場者の満足度を
目標値として設定した。

89.6% S A

新型コロナウイルス感染症の感染
拡大による休館期間もあったが、
来場者数は前年度を上回った
（R3：5,463人）。感染症対策を踏ま
えた安全な施設運営や来場者応
対が、高い満足度に繋がった。

東海道の興津宿に位置する観光
拠点として、来館者の増加に向け
た施設自体の魅力の発信に加
え、周辺の施設と連携した周遊促
進や東海道の情報発信を図って
いく。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

36
観光駐車場
管理運営事
業

～
市

（委託）

中心市街地等へのバ
スによる来訪者への
利便性向上を図る。

施設の維持管理運営
事務の適正な実
施

実施 実施
一
般
6,402 ― 6,215 0.2 0.2

①昼間駐車場
利用台数
②夜間駐車場
利用台数

①
1,827
台
②262
台

①
1,480
台
②65台

①
2,459
台
②428
台

①
3,003
台
②395
台

年度前半は新型コロナウイルスの
影響により観光バスの利用数自体
が減少することが見込まれるため、
目標値については昨年度目標値
の半数とし、年度後半は昨年度と
同等の目標値として令和３年度の
目標を設定した。

①
1,764
台
②135
台

B A

観光需要減の影響もあり目標値に
届かなかったが、令和2年度に比
べ復調傾向にある。また、施設の
維持管理等の業務は適正に実施
できた。

歴史博物館開館及び大河ドラマ
の放送による観光バス駐車場の需
要の増加を見込み、近隣施設と連
携していくことが必要である。ま
た、当該地の民間活用方針の進
捗状況を確認し、移転の選択肢を
含めた情報収集を進める。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

37
由比本陣記
念館等管理
運営事業

～
市

（委託）

由比地区の観光・産
業を案内するととも
に、地域活動の拠点と
して活用する。

施設の維持管理運営
を行う。また、指定管
理者の事業により、施
設の高度利用と魅力
づくりを図る。由比本
陣施設及び広重美術
館指定管理者とともに
集客対策を進める。

①指定管理事務
の実施
②連絡会議の開
催
③六宿観光ガイド
の発行

①実施
②年６回
以上
③年４回
以上

①実施
②11回
③４回

一
般
18,170 ― 18,130 0.4 0.1

来場者アンケー
トの評価（５段階
で４以上）

80.0% 85.8% 83.0% 83.0%

業務仕様書に設定されている目
標のうち年間利用者数については
新型コロナウィルスの影響を考慮
した数値の設定が困難であるた
め、来場者アンケート満足度の目
標値を指標として設定した。

81.0% A A

特に展示内容に対する評価は高
かったものの、スタッフ対応の評価
が昨年度に比べ低く、目標値をわ
ずかに上回る結果となった。引き
続き利用者満足のための施設運
営に努める必要がある。

由比地域の地域振興及び観光交
流の拠点として、歴史文化や東海
道まち歩きを意識した事業実施、
広報宣伝の創意工夫が必要であ
る。また、同敷地内の東海道広重
美術館と連携して、利用者満足度
向上に努める。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

38
地域観光施
設整備事業
補助金

～
市

（直営）

自治会等地域活動団
体が行う観光事業（施
設整備事業）の費用
の一部を補助すること
により、地域における
観光振興の一助とす
る。

地域団体が設置する
観光施設整備事業経
費の一部補助

①交付件数
②報告書確認件
数
③検収・確定件数

①１件
②１件
③１件

①１件
②１件
③1件

一
般
2,357 ― 921 0.1 0.0 利用団体 １団体 0団体 １団体 １団体

当該補助金は、地域における観光
施設整備を促進し、観光と地域の
振興をより図ることを補助金交付
の主旨としている。

１団体 A A

市ウェブサイトへの補助金制度情
報の掲載など広報を見直し、最終
的に補助金交付に至る実績が得
られた。

本補助金の有効活用が図られる
べく広報するとともに、申請に至る
までの事前相談から補助金交付
決定まで、十分な説明・支援を
行っていく必要がある。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

39
観光案内板
等多言語化
整備事業

～
市

（直営）

外国人誘客を推進
し、受入態勢の整備
による来訪客の満足
度向上を図る。

観光案内板を多言語
表示対応に板面変
更、または更新を行
う。

エリア内の看板整
備件数

３か所 ６か所
一
般
2,033 ― 1,379 0.2 0.0 実施エリア数 １地区 ２地区 ２地区 １地区

外国人旅行者の受け入れ態勢の
充実を図るため、整備計画に準拠
した実施エリア数を目標とした。

２地区 S A

当初予定していた清水駅周辺エリ
ア（JR清水駅東口、江尻地区の看
板修繕）に加え、日本平エリア（駒
越地区の看板修繕）についても追
加で実施した。

観光案内板の多言語化整備に当
たっては、周遊促進や魅力発信を
意識して行うとともに、整備計画を
実勢に合わせ適宜更新していく必
要がある。

観
光
・
M
I
C
E
推
進
課

40
海水浴場維
持管理事業

-
市

（直営）

海水浴場等の開設に
伴い、海水浴客の安
全を図る。

海水浴場の安全管理
や安全対策、仮設施
設等の維持管理を実
施する。

①事務の実施
②事故の抑制及
び緊急時の適切
な処置（７月～８
月）

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
15,336 ― 14,410 0.4 0.2

施設瑕疵による
事故発生件数

0件 0件 0件 0件
適切な施設管理を実施し、管理不
行き届きによる事故の発生をなく
す くことを目標とした。

０件 A A
適切な安全対策及び管理を行
い、運営上の瑕疵による事故は起
きなかった。

海水浴場運営における安全対策
の取組と合わせて、周辺エリアの
活性化・開発にかかわる企業・団
体・行政機関と連携・情報共有し、
集客増に取り組んでいく。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

41
団体旅行等
誘致事業

Ｒ 3 ～
補助等
（交付先）

団体旅行客の需要を
獲得することで、観光
関連産業をはじめとす
る地域経済の活性化
を図る。

静岡市を目的地とする
団体旅行を催行する
旅行業者に補助金を
交付する。

補助金交付の円
滑な実施

実施 実施
一
般
60,000 ― 11,993 0.3 0.0

補助金交付決
定バス台数

1,200
台

― ― ―
延べ25事業者程度の活用を見込
んで設定した。

916台 B A

まん延防止等重点措置が適用さ
れ、補助申請期間を３週間程度短
縮したことにより目標値に至らな
かったため、達成度はBとしたが、
一次評価はAとした。

日帰り・立寄りツアーでの活用が
多く見られたため、宿泊ツアーの
催行を促す制度として見直しを
行ったうえで、支援を継続する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

42
地域型宿泊
誘客事業

Ｒ 3 ～

市
（直営・委
託）

各宿泊事業者等の課
題及び特性に応じた
主体的な取組を支援
する。

市内宿泊事業者等が
中心となった団体が実
施する誘客事業等に
対し補助金を交付す
る。

補助金交付の円
滑な実施

実施 実施
一
般
150,000 50,000 79,091 0.5 0.0

補助金交付決
定団体数

８団体
（延べ）

― ― ―
補助の対象として見込まれる全て
の団体への交付決定を目標とし
た。

５団体
（延べ）

C B

まん延防止等重点措置の影響等
により申請を見送った団体があっ
たことにより、目標値に至らなかっ
たため、達成度はCとしたが、一次
評価はBとした。

市内宿泊事業者から、事業継続
に向けた要望が提出されているた
め、より実効力のある制度として見
直しを行ったうえで、支援を継続
する。

観
光
・
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
課

43

新型コロナ
ウイルス感
染症対策奨
励金（宿泊
施設）

Ｒ 3
市

（直営・委
託）

市内宿泊施設におけ
る観光客の安全安心
な受入環境整備を促
進する。

静岡県が実施する「ふ
じのくに安全・安心認
証（宿泊施設）」を早期
取得した市内宿泊施
設に奨励金を交付す
る。

奨励金交付の円
滑な実施

実施 実施
一
般
5,300 ― 5,300 0.2 0.5

奨励金交付施
設

150施
設

― ― ―
認証制度の対象となりうる全ての
施設への交付決定を目標とした。

106施
設

B A

コロナ禍による休業施設や認証取
得の意向がない施設等があったこ
とにより、目標値に至らなかったた
め、達成度はBとしたが、認証取得
施設ほぼ全てに対し交付できたた
め、一次評価はＡとした。

市内宿泊施設における、早期の受
入環境整備を支援することができ
たため、宿泊客の回復に向けて情
報発信等の連携を強化していく。

国
際
交
流
課

44
国際化推進
事業

S 34 -
市

（直営）

本市の姉妹都市・友
好都市、その他海外
都市等との国際交流
を行い、市民の国際
理解を促進するととも
に、市の国際化を推
進する。

①姉妹都市提携周年
記念事業（オマハ・カ
ンヌ）
②第７回日仏自治体
交流会議
③ＣＬＡＩＲ及び外務省
主催のセミナー・ツ
アー
④国際交流員（ＣＩＲ)
活用

①親善使節団派
遣・受入に向けた
調整
②日仏自治体交
流会議開催に向
けた調整
③セミナー・ツ
アー受入に向けた
調整
④国際交流員の
配置

①２件
②1件
③２件
④3名

①２件
②１件
③２件
④３名

一
般
11,391 ― 385 1.5 1.5

公式訪問者受
入人数（本課対
応分）

120人 ６人 64人 135人

新型コロナウィルス感染症の影響
により大幅に落ち込んだ令和２年
度を除外し、平成２９年度～令和
元年度の平均値で算出した。

108人 A A

新型コロナウイルス感染症による
海外渡航制限の影響で、予定され
ていた使節団来静や視察ツアー
等が中止となり目標値に届かな
かった。一方、在日の各国大使館
等の公式訪問の受入については
可能な範囲内で実施したほか、海
外とはオンラインでのイベントや式
典開催等、新たな取組を通して公
式訪問対応を行った。

今後の新型コロナウイルス感染症
の海外渡航への影響をしっかりと
見据え、状況に応じて臨機応変に
対応しながら事業を推進する必要
がある。今後も、オンライン方式や
直接の対面交流との併用であるハ
イブリッド交流を積極的に活用し、
交流を停滞させることなく前に進め
ていく。

国
際
交
流
課

45
静岡市国際
交流協会補
助金

H 1 -
補助等
（交付先）

市の国際交流及び多
文化共生の促進を図
るため、国際化推進に
資する事業を行う（一
財）静岡市国際交流
協会に対して、補助
金を交付する。

補助金交付事務 補助金交付 １件 １件
一
般
45,771 ― 42,278 1.0 0.0

（一財）静岡市
国際交流協会
の各実施事業
満足度の平均
値

90％ 94% 90％ 88％

同協会が策定した「経営計画」の
進捗管理において毎年度実施す
るアンケート調査結果目標値を指
標とした。

96% S A

コロナ禍においても、三密を回避
する等感染対策を行った上で英
語講座や文化庁補助事業の日本
語教室を継続し、高い満足度を得
ることができた。

法人化２年目である令和３年度の
決算において244万円余の一般正
味財産増を果たした。令和４年度
以降も引き続き経営体質の改善、
事業の質の向上を図れるよう支援
していく。

国
際
交
流
課

46
多文化共生
推進条例策
定事業

Ｒ 3 - Ｒ 4
市

（直営）

国籍や民族などが異
なる人々が互いの文
化的な違いを尊重し、
ともに本市で暮らすこ
とができるよう条例の
策定に向けた業務を
行う。

①多文化共生協議会
での審議
②市民意見交換会の
開催
③パブリックコメントの
実施

①開催回数
②開催回数
③パブリックコメン
トの実施

①４回
②３回
③実施

①４回
②３回
③実施

一
般
1,701 ― 974 1.5 0.5

議会上程に向け
た条例案の策定

実施 － － －

令和４年度の議会上程に向け、市
民意見聴取が概ね完了し、条例
案が策定できていることを目標値
として設定した。

①４回
②３回
③実施

A A
計画通り、協議会等を実施し条例
案が策定できている。

条例をもとにした事業を計画する
ために、協議会やパブリックコメン
トを令和４年度も実施する。

国
際
交
流
課

47
多文化共生
人材育成事
業

H 27 -
市

（直営）

本市の国際化・多文
化共生を推進するた
め、国際交流員等を
派遣し国際感覚豊か
な市民や次世代を担
う人材の育成を図る。

①英語・中国語・フラ
ンス語国際交流員（ＣＩ
Ｒ)を派遣し、こども園
等を対象とした国際理
解講座や市政出前講
座の開催
②外国人住民の地域
交流を促し地域の中
で多文化共生活動を
すすめるサポーター
養成講座の開催

①国際理解講座、
市政出前講座の
派遣回数
②多文化共生サ
ポーター養成講座
の開催回数

①70回
②５回

①90回
②５回

一
般
531 ― 171 0.5 2.4

①国際理解講
座の受講者満
足度

②多文化共生
サポーター修了
者数

①
100％

②
20人

①100%

②21人

①
100％

①
100％

①受講関係者アンケートを実施
し、直近３か年の実績値から設定
した。

②令和２年度新規講座として開講
し、開講当初と同数のサポーター
を養成することを目標値として、設
定とした。

①100%
②19人

A A

①新たに南アフリカ出身の国際交
流員を加えた３名で国際理解講座
を実施した。今年度から、小中学
校や児童相談所も対象とし、より
多くの子どもたちに受講してもらっ
た。満足度と実施回数ともに目標
値を達成できた。

②定員20人に対して、40人から応
募があり、選考した受講生20人の
うち19人が講座を修了することが
できた。

①講師の出身国によって依頼数
が大幅に異なるため、1人に負担
が大きくなっている。他の国を勧め
たり、１人あたりの実施回数の制限
をかけるなど検討する。

国
際
交
流
課

48
多文化共生
啓発事業

H 27 -
市

（委託）

本市の国際化・多文
化共生を推進するた
め、市民の多文化共
生意識の向上と地域
交流の促進を図る。

「静岡わいわいワール
ドフェア」の実施

フェアの実施 実施 実施
一
般
4,000 ― 3,989 0.4 1.4

「多文化共生に
興味を持つきっ
かけとなった」と
回答した参加者
の割合

90% 85% 95％ 88％
直近３か年の実績の平均値から設
定した。

96% A A

「静岡わいわいワールドフェア」
は、11,800人が来場した。ステー
ジパフォーマンスと屋台を再開し、
感染症対策をおこないながら実施
した。留学生や大学生などの若年
層の参加が増え、活気あるフェア
となった。

新型コロナウイルス感染症の状況
を注視しながら、（一財）静岡市国
際交流協会、運営委員会と共に、
静岡わいわいワールドフェアの企
画を検討していく。
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歴
史
文
化
課

49
歴史文化推
進事業

H 28 ～ Ｒ 4
補助等
（市・交付
先）

歴史文化のまちづくり
を推進するため、家康
公が愛したまち静岡
の情報を発信し、市内
の歴史資源への関心
を高める。

徳川みらい学会等と
連携した家康公顕彰
事業や地域の歴史を
研究する事業の実施

徳川みらい学会と
連携した家康公顕
彰事業の実施

２回／年 ２回／年
一
般
2,428 ― 2,385 1.0 0.0

徳川みらい学会
と共催で実施す
る講演会の入場
者数のうち市が
募集した入場者
数

200人 202人 316人 314人

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、施設の入場者が半分に
制限されていることから、一昨年度
の募集人数（400人）の半分程度
の入場者とした。

173人 B B

実績は目標値の86.5％であり目標
を達成することができなかった。新
型コロナウイルス感染症の影響に
より催しへの来場者が減少した。

コロナ禍においても市民の興味関
心を呼ぶような講演等の企画を主
催者に促すとともに、歴史博物館
開館や大河ドラマ放送の好機を捉
えて、市民に対する周知や情報発
信の方法を工夫し、歴史資源に対
する市民の関心を高めていく。

歴
史
文
化
課

50
朝鮮通信使
発信事業

H 27 ～

市
（直営・委
託）

ユネスコ「世界の記
憶」へ登録された「朝
鮮通信使に関する記
録」やそれに関連する
資料等を、市内外へ
向けて広く発信し、市
民の誇りの醸成へと繋
げる。

釜山文化財団等との
交流事業と連携した
朝鮮通信使講座事業
の実施

朝鮮通信使講座
事業の実施

３回／年 ３回／年
一
般
450 ― 447 0.5 0.5

講座参加者満
足度調査で満
足と回答した人
の割合

60% ― ― ―
初めて満足度調査を行うことから、
講座参加者の過半数以上が満足
している状態を目標値とした。

79% S S

実績は目標値の130％であり、期
待を上回る水準で目標を達成でき
た。従来の講座内容を大きく見直
して、韓国釜山市との交流や参加
者同士の対話を取り入れるなどの
工夫を行うことにより、高い満足度
を得ることが出来た。

事業成果の評価・検証や、関係団
体との情報交換を行うなどして、引
き続き講座内容の充実を図り、より
多くの市民の理解や関心を高める
工夫を継続して実施していく。

歴
史
文
化
課

51
駿府城二の
丸施設管理
運営

H 27 ～

市
（直営・委
託）

歴史的な名所の核の
一つである駿府城公
園の東御門・巽櫓な
ど、３施設を平成28年
度より一体管理し、利
用を推進する。

①施設の管理（指定
管理）
②イベントの実施

①歴史体験学習
事業の実施回数
②施設PR、新規
顧客獲得事業の
実施回数

①４回／
年
②２回／
年

①５回／年
②３回／年

一
般
76,698 1,250 76,695 1.0 0.0

利用者満足度
調査で満足と回
答した人の割合

90% 85.5% 90% 92%
過去３か年の実績を元に、高水準
での利用者満足度維持を目標値
として設定した。

91% A A

利用者満足度調査において、実
績値は前年度よりも増加し、高水
準の満足度を維持することができ
た。

令和５年１月に開館する歴史博物
館と連携した企画の実施等によ
り、満足度の維持を図る。

歴
史
文
化
課

52
駿府城跡天
守台野外展
示事業

Ｒ 2 ～

市
（直営・委
託）

発掘調査成果を踏ま
え、徳川家康と豊臣秀
吉が関わったと考えら
れる本物の天守台の
迫力を間近に感じるこ
とができる日本唯一の
野外展示として、遺構
の保存と活用を両立さ
せた整備を行う。

①基本設計の実施
②市民への説明及び
意見聴取

①業務の実施
②出前講座等に
よる説明及び意見
聴取

①実施
②10回

①実施
②11回

一
般
2,000 21,600 22,438 1.5 0.0

実施設計に必
要となる基本設
計の概要の進捗
率

100% 70% ― ―

次年度以降に実施設計を行うため
に、今年度は基本設計の概要を
決めておく必要があるため、100％
とした。

100% A A

実績は目標値の100％であり、期
待どおり目標を達成できた。新型
コロナウイルス感染対策を行いな
がら出前講座、ワークショップ、パ
ブリックコメントを実施して、市民意
見を反映する形で基本設計を作
成した。

令和４年度は、令和３年度に作成
した基本設計を基にして実施設計
の作成を行い、令和５年度以降に
工事を実施できるよう準備を進め
ていく。

歴
史
文
化
課

53

駿府城跡天
守台発掘調
査見える化
事業

H 28 ～ Ｒ 4
市

（直営・委
託）

駿府城の天守台跡地
の整備方針決定に向
け学術的データを得
るために実施する発
掘調査を、歴史学習
の場、観光資源として
も活用し、駿府城及び
天守台への関心を高
める。

①常設見学ゾーン、
展示棟の設置、運営
②HP等による発掘情
報の発信
③発掘調査関連イベ
ント実施

①HPによる発掘
情報発信回数
②シンポジウムの
実施

①24回
／年
②１回／
年

①24／年
②１回／年

一
般
11,061 ― 8,891 1.5 2.0

歴史文化課HP
「さきがけミュー
ジアム」のアクセ
ス件数

71,000
件

64,534
件

70,888
件

75,988
件

発掘調査（掘削作業）が終了し、
新たに大きな発見が見込めない中
で、既存の情報を磨き上げて発信
内容を充実させると共に、発信方
法を工夫することで発掘調査実施
時と同程度の関心を喚起すること
を目指して、発掘調査（掘削作業）
の最終年度を上回る件数とした。

75,284
件

S S

実績は目標値の106％であり、期
待を上回る水準で目標を達成でき
た。年間を通して日常的に多くの
情報発信を行うとともに、発掘調査
報告会等のイベントの周知を実施
することで、多くの関心を集めるこ
とにつながり、令和２年度を大きく
上回る成果があった。

天守台跡地を歴史学習や観光資
源として活用していくため、引き続
き、発掘調査成果等に関する情報
の発信を工夫して行うことにより、
広く発掘調査現場や駿府城に対
する関心を高めていく。

歴
史
文
化
課

54
歴史文化施
設建設事業

H 27 ～ Ｒ 4
市

（直営・委
託）

輝かしい静岡の歴史
文化を保存・伝承し、
その魅力を市内外へ
発信する「歴史文化の
まち」の中核となる歴
史文化施設の建設に
向けた取組を行う。

①建設工事
②展示工事
③資料調査・購入・複
製製作
④運営計画作成

施設建築物の建
設及び展示工事
の実施

実施 実施
一
般
1,390,306 446,200 1,799,104 8.3 1.2

施設建築物の
建設及び展示
工事の工事進
捗率

83% 16% 0% ―

令和５年春に開館予定の博物館
の建設工事について、令和４年６
月までの完了に向けて工事の確
実な進捗を成果としてとらえ、今年
度末の進捗率の目標値を83％
（15/18か月）とした。

83% A A

令和３年１月から工事を着手し、建
設（建築・電気・衛生・空調・昇降
機）及び展示工事について、各工
事施工業者や設計事務所とともに
工程管理や施工協議・調整を行
い、工事進捗率が目標値を達成し
た。

令和５年１月の開館に向けて、令
和４年６月までに建設及び展示工
事を完了させるため、引き続き工
程管理や施工協議・調整を行って
いく。

歴
史
文
化
課

55
歴史文化施
設プレ事業

H 29 ～ Ｒ 4
市

（直営・委
託）

歴史文化施設の開館
に向けた市民の機運
を高めるため、企画展
の開催等を行う。

①企画展の開催
②歴史観光の試行

①ブログ等による
情報発信回数
②企画展示での
他館等との関連事
業の開催

①30回
／年
②展示
期間３回

①31回／年
②５回

一
般
10,412 ― 8,769 0.2 0.8

歴史文化施設
の建設を進めて
いることを知って
いる人の割合

70% 66% 41% ―

令和2年度アンケート結果が66％
であったことを踏まえ、令和３年度
は約１割増の70％を目標値とし
た。

65% A A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、イベント開催による周知な
ど広報活動を行えない期間があっ
たが、歴史観光施行事業や連携
事業を通して、市民・民間団体と
の関係づくりを進めるなど地道な
情報発信が奏功し、目標値に対し
93％の結果となった。

令和５年１月の施設開館に向け
て、機運醸成のための事業を継続
していく。さらに多くの方に施設に
ついて知ってもらうため広報紙等
への掲載等のPR活動を行う。
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国
際
交
流
課

56

多文化共生
総合相談セ
ンター運営
事業

H 31 -
市

（委託）

外国人住民からの生
活上の相談等に多言
語で対応する体制を
整える。

多文化共生総合相談
センターの設置運営

多言語に対応した
総合相談センター
の適切な運営

実施 実施
一
般
13,052 ― 12,135 0.5 0.0 相談完了率 95% 100% - -

多様な言語を話す外国人住民か
らの相談に対応するセンターの運
営が適切に行われ、関係部署へ
の引継ぎなど、外国人住民相談の
対応が概ね完了している状態
（95％）を目標値とした。

100% S A

1,227件の相談に対応した。新型
コロナウイルス感染症の関係で、
通訳タブレットを保健所に設置す
るなど柔軟な対応ができた。

増加傾向にある外国人住民の状
況や、相談内容等を分析しニーズ
に応じた相談体制を充実させる。

国
際
交
流
課

57

自治体国際
化協会静岡
市支部負担
金

H 17 -
補助等
（交付先）

地域の国際化の推進
を図るため、地方公共
団体の共同組織とし
て設置された自治体
国際化協会へ負担金
を支出する。

①静岡市支部として、
自治体国際化協会の
分担金を支出
②協会が提供するメ
ニューの活用

①活用メニューの
申請・報告等事務
処理の円滑な実
施
②自治体国際化
協会との連絡

①実施
②随時

①実施
②随時

一
般
10,000 ― 9,000 0.1 0.0

自治体国際化
協会が提供する
事業メニューの
活用件数

８件 ８件 ８件 ９件
直近３か年の実績から、８件を目
標値として設定した。

１０件 S A
災害時についての研修などのメ
ニューを各課に周知し、10件の利
用があった。目標を上回った。

自治体国際化協会が提供するメ
ニューを、積極的に庁内関係各課
に提案するなどして、メニューの活
用を促していく。

文
化
財
課

58

文化財補助
金交付事業
（静岡浅間
神社）

H 26 ～ Ｒ 11
補助等
（交付先）

静岡浅間神社の重要
文化財建造物を将来
にわたり保護し、活用
の促進を図る。

外部塗装の傷み等が
進んでいる重要文化
財の社殿群の保存修
理に対し、補助金を交
付する。

①現場見学会の
実施回数
②補助事業進捗
管理
③補助金交付事
務

①４回
②工程
会議支
援12回
③３月交
付確定

①中止
②工程会議
支援12回
③３月交付
確定

一
般
30,000 － 30,000 0.3 0.0

①静岡浅間神
社保存修理現
場見学会の参
加者数
②文化財補助
金交付（＝保存
修理等の年度
事業完了）

①36人
②交付
完了（1
件）

①40人
②交付
完了（1
件）

①35人
②交付
完了（1
件）

①39人
②交付
完了（1
件）

①文化財保存修理事業を静岡浅
間神社の文化財をＰＲする機会と
捉え、修理現場の見学会につい
て、定員の９割を目標値とした。
②予算・工程調整、関係機関協
議、市から国・県への取次ぎ（進
達）等を経て、国・県・市の補助金
交付をもって、文化財保存修理の
年度事業が完了することを目標と
した。

①中止
②交付
完了
（１件）

①
－
②A

A

①新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により中止した。
②予定どおり、予算・工程調整、
関係機関協議、市から国・県への
取次ぎ（進達）等を経て、国・県・
市の補助金交付をもって、文化財
保存修理の年度事業が完了した。

①新型コロナウイルス感染症の影
響により中止せざるを得ないことが
ある。
感染拡大状況によっては、開催時
期の変更など柔軟な対応を検討
する。
②長期の保存修理計画であり、計
画変更等が必要な場合がある。
円滑な計画変更を行うため、早期
に文化庁と協議を行い対応してい
く。

文
化
財
課

59

文化財補助
金交付事業
（久能山東
照宮）

H 27 ～ Ｒ 3
補助等
（交付先）

久能山東照宮の国
宝・重要文化財建造
物等を将来にわたり
保護し、活用の促進を
図る。

老朽化により不具合が
発生している防災施
設の改修事業に対し、
補助金を交付する。

①補助事業進捗
管理
②補助金交付事
務
③文化庁立会補
助

①工程
会議支
援12回
②３月交
付確定
③実施

①工程会議
支援12回
②３月交付
確定
③実施

一
般
10,752 1,311 11,428 0.3 0.0

文化財補助金
交付（＝保存修
理等の年度事
業完了）

交付完
了（1
件）

交付完
了（1
件）

交付完
了（1
件）

交付完
了（1
件）

予算・工程調整、関係機関協議、
市から国・県への取次ぎ（進達）等
を経て、国・県・市の補助金交付を
もって、文化財保存修理の年度事
業が完了することを目標とした。

交付完
了（1
件）

A A

予定どおり、予算・工程調整、関
係機関協議、市から国・県への取
次ぎ（進達）等を経て、国・県・市の
補助金交付をもって、文化財保存
修理の年度事業が完了し、平成
27年度から開始した本事業が完
了した。

久能山東照宮の建造物防災事業
は令和３年度で終了した。

文
化
財
課

60
文化財補助
金交付事業

～
補助等
（交付先）

静岡市の文化財を将
来にわたり保護し、活
用の促進を図る。

市内の文化財の保護
や活用事業に対して
補助金を交付する。

①補助事業進捗
管理
②補助金交付事
務

①事業
者との協
議
②確定
通知

①事業者と
の協議の随
時実施
②完了

一
般
21,764 － 18,773 1.0 0.4

申請に対する補
助金の執行状
況

100% 97% 100% 100%

文化財の保護と活用のために必
要な保存修理や公開事業等につ
いて、補助金交付申請に対して当
該補助金が全て交付されているこ
とを目標とした。

96% A A

１件の補助事業を令和４年度に繰
り越したものの、それ以外の補助
金については、遅滞なく交付を完
了した。

本市には非常に多くの文化財があ
り、その状態を常にモニタリングす
ることは困難である。
職員による随時の確認や関係者
等からの情報提供など、保存状態
や管理状況の把握に努め、補助
金の交付先を適切に選定する。

文
化
財
課

61
地域文化の
担い手育成
事業

H 25 ～

市
（直営・委
託）

市民に対し文化財の
保存・伝承、活用への
自発的な参加や行政
との協働を促す。

①無形民俗文化財公
開事業（大神楽祭）の
実施
②文化財サポーター
入門講座の実施

①大神楽祭開催
②入門講座受講
者数

①開催
②20名

①中止
②17名

一
般
2,362 － 552 1.5 0.5

①大神楽祭来
場者数
②文化財サポー
ター登録率

①
1,000
人
②80％

①中止

②82％

①
2,000
人
②87％

①
1,000
人
②72％

①新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から来場者を制限す
るため、令和元年度の１/２を目標
値とした。
②文化財サポーター入門講座受
講生がサポーター登録を行う割合
の過去３年の平均値を目標値とし
た。

①中止
②94％

①
－
②A

A

①新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により中止した。
②入門講座の受講生17人のうち、
16人がサポーター登録を行った。

①新型コロナウイルス感染症拡大
により中止せざるを得ないことがあ
る。
感染拡大状況によっては、無観客
開催、映像配信等の代替案を検
討する。
②文化財サポーターの登録数は
順調に伸びているが、活動機会が
限られている。
文化財関係イベント等だけでなく、
文化財管理のサポートを行う機会
を継続的に提供していく。

文
化
財
課

62
一般文化財
保護事業

～

市
（直営・委
託）

文化財の調査や保
存・顕彰、活用等を行
い、文化財保護意識
の醸成を図り、貴重な
文化財を後世に引継
ぐ。

①文化財保護審議会
の運営
②駿府九十六ヶ町町
名碑の設置
③文化財特別公開の
実施

①文化財保護審
議会の開催
②町名碑設置数
③特別公開事業
の実施

①２回
②４基
③実施

②４基
③４か所

一
般
9,034 － 6,389 1.2 0.3

①文化財指定
（諮問件数）
②町名碑イベン
トの参加者数
③特別公開箇
所数

①諮問
1件
②45人
③10か
所

①答申
1件
②50人
③10か
所

①諮問
2件、
答申1
件
②87人
③11か
所

①答申
1件
②66人
③10か
所

①指定候補物件の状況を考慮し
て文化財保護審議会への諮問可
能数を目標とした。
②町名碑を活用したウォーキング
イベントの募集定員50人当日キャ
ンセル分を考慮して目標とした。
③過去３カ年の平均公開箇所数を
目標とした。

①0件
②50人
③４か
所

①C
②A
③B

B

①指定候補物件について関係者
との調整が必要となり、諮問に至ら
なかったため。
②募集定員どおりの参加者となっ
た。
③当初は目標値の10か所での公
開を予定していたが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により公開
中止になったものが６か所あり、目
標を下回る結果となった。

①本市には指定されていない文
化財も多くあると考えられるが、そ
の把握が進んでいない。
文献等の確認により未指定文化
財の把握を行い、計画的な調査に
つなげていく。
②町名碑の周知と活用を行う必要
がある。
③新型コロナウイルス感染症防止
等、開催に当たっての懸念事項を
確認し、対策を示して協力を得る。
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①
所
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№
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⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠
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達
成
度

会
計
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正
職
員
(人)

会計
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任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

文
化
財
課

63
文化財管理
事業

～

市
（直営・委
託）

本市所管の文化財の
管理、活用等を行い、
貴重な文化財を後世
に引継ぐ。

①文化財建築物、史
跡名勝等の管理
②旧マッケンジー住宅
の保存・活用の検討

①管理業務等の
委託状況
②文化財建造物
調査

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
43,226 － 36,403 1.2 0.5

入場者数（旧エ
ンバーソン住
宅、旧マッケン
ジー住宅、旧五
十嵐邸、お休み
処、小池邸、次
郎長生家）

20,000
人

19,225
人

39,507
人

45,719
人

新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、前年度と同等の来場者
数を目標値とした。

24,296
人

S A

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響による一部施設の一時休館
等があり、過去の実績は下回った
ものの、感染対策の徹底等により
当初の目標を達成した。

各施設に安心して来場していただ
けるよう、新型コロナウイルス感染
症防止策を継続して行うとともに、
新たな来場者を呼び込むため、ユ
ニークベニューの実施等を行う。

文
化
財
課

64
文化財資料
館管理運営
事業

～

市
（直営・委
託）

文化財的価値のある
資料を保管すると共
に市民文化の向上及
び文化財保護思想の
普及を図る。

資料の収集・受託及
び保管・展示並びに
常設展・企画展を実施
する。

①管理業務等の
委託状況
②企画展の開催
③運営委員会の
実施

①実施
②３回
③２回

①実施
②３回
③２回

一
般
15,271 － 14,733 0.5 0.0

文化財資料館
入館者数

6,000
人

7,423
人

12,974
人

10,877
人

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響及び開館期間（4月～12月）
を考慮して目標を設定した。

8,883
人

S A

閉館までの９カ月間に、３回の企
画展を実施し、最後の企画展の際
には過去のポスター展示や記念
品の配付、SNSや報道機関による
ＰＲを積極的に行い、新型コロナウ
イルス感染症拡大前の水準に近
い来館者数となった。

文化財資料館は令和３年をもって
閉館したため、その役割は、歴史
博物館に引き継いでいく。

文
化
財
課

65
由比北田の
天王舟流し

Ｒ 3 ～ Ｒ 4
市

（直営）

「国の記録作成等の
措置を講ずべき無形
民俗文化財」である
「由比北田の天王舟
流し」を記録する。

「由比北田の天王舟
流し」について、行事
の現地調査及び文献
調査を行う。

①調査会議の開
催
②報告書の作成

①３回
②着手

①３回
②着手

一
般
1,210 － 729 1.0 0.3 調査の進捗率 60% － － －

主な現地調査について、調査全
体に対する年度ごとの進捗状況を
目標として設定した。（Ｒ３：10回程
度、Ｒ４：７回程度）

70% S A

当初の調査対象の見直しを行い、
調査報告書を作成するためのより
広い調査を令和３年度中に実施し
たことから、目標を上回る結果と
なったが、調査計画全体としては
概ね予定どおりの成果となった。

新型コロナウイルス感染症拡大に
より調査を実施できない可能性が
ある。
万全の感染症対策をとりつつ、地
元の理解を得たうえで調査を進
め、令和５年３月に調査報告書を
刊行する。

文
化
財
課

66
史跡片山廃
寺跡保存整
備事業

H 22 ～
市

（直営）

史跡指定地内の48％
を占める民有地での
開発等から史跡を守
るため、発掘調査と公
有地化を実施する。

①地下遺構を把握す
るための調査（発掘調
査）を実施する。
②発掘調査の成果及
び史跡整備の方向を
報告する。

①調査件数
②整備検討委員
会の開催

①１件
②１回

①１件
②１回

一
般
1,093 - 320 1.5 0.0

今年度事業計
画達成率

100% 100% 75% 100%

地下遺構を把握するための調査、
整備検討委員会の開催を実施す
る予定であり、その事業達成100%
を目標値として設定した。

100% A A
調査件数１件、整備検討委員会の
開催１回と全ての項目について目
標を達成した。

公有地化の推進と同時に史跡の
情報発信や活用について検討す
る必要がある。史跡の周知化、価
値向上のため「史跡片山廃寺跡」
から「駿河国分寺」へ名称変更の
必要がある。名称変更に向けて文
化庁との協議を行っていく。

文
化
財
課

67
史跡小島陣
屋跡保存整
備事業

H 24 ～ Ｒ 6
市

（直営）

江戸時代の幕藩体制
の一環を示す小島陣
屋跡を歴史公園として
整備し公開活用を図
る。

①史跡整備に向けた
設計を実施する。
②史跡整備に向けた
石垣修復工事（書院
南西部）を実施する。
③発掘調査の成果及
び史跡整備の方向を
報告する。

①設計件数
②工事実施件数
③整備委員会の
開催

①１件
②１件
③２回

①１件
②１件
③２回

一
般
53,523 7,448 56,256 1.5 0.0

今年度事業計
画達成率

100% 75% 100% 100%

整備のための史跡整備の設計、
石垣修復工事（書院南西部）、整
備委員会の開催を実施する予定
であり、その事業計画の達成100%
を目標値として設定した。

100% A A

史跡整備の実施設計完了、石垣
修復工事完了、整備委員会の開
催２回とすべての項目について目
標を達成した。

令和４年度から本格的に整備工事
が開始するため、工事に関する内
部及び文化庁の必要な手続きを
確実に行い、事業を滞りなく進め
ていく必要がある。関係各課、施
工業者等との協力体制を構築し、
整備完了に向けた調整を行って
いく。

文
化
財
課

68
埋蔵文化財
発掘調査事
業

～

市
（直営・委
託）

民間開発に伴う発掘
調査及び市内の埋蔵
文化財包蔵地内外に
おける開発に対応す
る。

①市内の埋蔵文化財
包蔵地内外の試掘・
確認調査を実施する。
②民間開発に伴う埋
蔵文化財発掘調査を
実施する。

①試掘確認調査
件数
②発掘調査件数

①②依
頼のあっ
た件数

①33件/33
件
②９件/９件

一
般
100,804 - 6,197 3.0 0.5

試掘確認調査
並びに発掘調
査達成率

100% 100% 100% 100%

毎年試掘確認調査並びに発掘調
査の依頼が合計で50件程度寄せ
られている。民間開発における調
査依頼に迅速に対応するため、年
度内実施の依頼のあった調査達
成率100%を目標値として設定し
た。

100% A A

公共事業、民間開発等のスケ
ジュールに対応し、事業者と事前
協議を行ったうえで、年度内に実
施すべき調査を全て実施した。

開発工事が円滑に進むよう、開発
業者と事前協議を綿密に行ったう
えで、事前の許認可及び発掘調
査の実施を迅速に行う必要があ
る。開発時期を早めに把握して発
掘調査を速やかに実施できる体制
を整えていく。

文
化
財
課

69
埋蔵文化財
センター管
理運営事業

H 16 ～
市

（直営）

埋蔵文化財センター
の円滑な管理運営と
共に出土遺物の調査
整理と展示公開を行
い、市内の埋蔵文化
財について顕彰する。

①発掘調査した遺跡
の整理作業と出土遺
物の保管・管理・展示
を行う。
②整理作業の終了し
た遺物の展示や遺跡
の紹介を行う。

①出土遺物の実
測点数
②企画展の開催
回数
③来訪者数

①500点
②４回
③800人

①1,129点
②４回
③1,389人

一
般
7,672 - 7,240 1.0 5.5

①出土遺物の
実測点数
②企画展の開
催回数
③来訪者数

①500
点
②４回
③800
人

481
点

5,794
点

2,220
点

①施設設置の本来目的である出
土資料の整理作業のうち、遺物実
測数を目標値とした。（H30～R1は
遺物合計数量）②③整理作業を
終えた調査成果を公開する企画
展回数と来訪者数をそれぞれ目
標値とした。

①
1,129
点
②４回
③
1,389
人

A A

計画していた駿府城跡出土品の
ほか、市内遺跡発掘調査を含む
遺物1,129点の実測作業を完了し
た。
また、発掘調査の成果を中心とし
た展示を３回、井上馨展を１回実
施し、目標来訪者数を達成した。

発掘調査出土品および図面資料
を活用できる状態に整理を進め
る。
整理が完了した遺物を適切に保
管していくとともに、定期的に市民
に公開していく。

文
化
財
課

70

三保松原文
化創造セン
ター管理運
営

H 31 ～

市
（直営・委
託）

世界文化遺産「三保
松原」の魅力と価値を
国内外へ発信するとと
もに、三保松原と他の
文化や芸術と融合さ
せた松原文化を創造
していく。

〇建物の保守、管理
〇展示の保守、管理
〇企画展の開催

①年間を通しての
開館
②年間を通しての
公開
③企画展の開催
回数

①実施
②実施
③４回

①実施※
②実施※
③４回
※コロナに
よる休館あ
り

一
般
33,177 3,460 27,797 1.5 1.0 来館者数

400,00
0人

322,64
3人

665,74
4人

48,304
人

新型コロナウイルスの影響を鑑
み、前年度の20%増を目標値とす
る。

253,30
2人

C B

緊急事態宣言に伴う休館や、まん
延防止措置による人流抑制の影
響から、来館者数が減少したた
め、目標値に届かなかった。休館
した期間を除き、適切に施設及び
展示資料の保守管理を行い開館
し、年４回の企画展を実施した。

施設の認知度及び関心度の向上
のため、関係機関と連携し充実し
た企画展の開催を図るとともに、運
営するサイトやSNSを効果的に活
用し、施設や事業に対するさらな
る周知に取り組む。
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⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

文
化
財
課

71
三保松原保
全活用事業
（ソフト）

H 25 ～

市
（直営・委
託）

三保松原が富士山世
界文化遺産の構成資
産となり、三保松原の
保全と活用の調和が
とれた事業の調整と推
進を図る。

〇三保松原の保全と
その啓発
〇三保松原の活用の
サポート

①マツ材線虫病
防除事業
②松原保全に関
する講座開催
③SNSの毎日の更
新

①実施
②９回
③365回

①実施
②８回
③2,284回

一
般
143,279 － 134,276 1.5 1.0

①マツ材線虫病
による松枯れ
②保全ボラン
ティア参加者数

①１本
/ha以
下の維
持
②
1,600
人

①0.59
本/ha
②
1,256
人

①0.77
本/ha
②
3,989
人

①0.65
本/ha
②－

①三保松原の松林保全技術会議
の「三保松原の松林保全に向けた
提言書」における目標値
②新型コロナウイルスの影響を鑑
み、前年度の20%増を目標値とす
る。

①0.42
本/ha
②
1,946
人

①S
②S

S

①令和元年度からドローンを利用
したマツ材線虫病防除薬剤散布
を実施し、目標値を平成29年度以
降継続達成できた。
②新型コロナウイルス感染症により
活動を見合わせる会社等が多
かったが、個人や民間ボランティ
ア団体の活動により目標数値を達
成した。

①薬剤散布実施エリア外において
マツ材線虫病による松枯れが近年
多発しているため、該当エリアでの
伐倒駆除を徹底する。
②みほしるべ周辺には比較的多く
のボランティア参加者が訪れてい
るが、離れた場所ではボランティア
の人出が足りていないため、ウェブ
サイトのイベントカレンダーや公式
SNS等を活用して積極的なPRを行
い、保全ボランティア参加者の増
加につなげる。

文
化
財
課

72
三保松原保
全活用事業
（ハード）

H 29 ～

市
（直営・委
託）

世界文化遺産プロパ
ティエリアの周辺を公
有地化し、三保由来
のマツ苗を生産する
母樹園や苗畑を整備
するとともに、マツを植
樹することにより、失わ
れた松原の再生及び
道路環境からプロパ
ティエリアを保護す
る。

〇プロパティエリア周
辺の公有地化
〇圃場の整備

①契約締結件数
②公園整備課に
工事の委嘱
③国庫補助申請

①土地
購入１
件、物件
補償1件
②実施
③実施

①契約締結
なし
②実施
③実施

一
般
74,384 - 61,528 2.0 0.0

①プロパティエリ
ア周辺の公有地
化
②圃場整備の
実施

①Aブ
ロック
の購入
②圃場
の完成

Ｂブ
ロック
（羽衣
海岸線
陸側部
分）の
購入完
了及び
Aブ
ロック
の購入

Ｂブ
ロック
（羽衣
海岸線
海側部
分）の
1415㎡
購入

Ｂブ
ロック
371㎡
購入

３次総実施計画に掲げる用地購
入および整備計画による。

①購入
できず
②圃場
完成

①
－
②A

A

①清水道路整備課が隣地の用地
買収を行わなければ当該土地は
購入できない状況で、清水道路整
備課で用地交渉が進まなかったた
め。
②予定通り圃場が完成し、三保由
来のマツ苗育成の準備が整った。

①清水道路整備課の交渉進捗を
確認しながら、情報共有と連携を
図る。
②圃場での育苗は前例がなく、生
産量予測が難しい。県や国の専門
部署、外部の専門機関と連携し、
育苗に関する知見を活用して安定
供給体制を構築する。

文
化
財
課

73
登呂博物館
管理運営業
務

S 47 ～
市

（直営）

登呂遺跡の価値を市
民に発信し、地域の
歴史や文化について
関心を深めてもらう。

○幅広い分野の展示
○講座・講演会等教
育普及事業の実施
○博物館協議会の開
催

①特別展・企画展
回数
②各種教育普及
事業の開催回数
③協議会開催回
数

①4回
②25回
③2回

①５回
②26回
③２回

一
般
65,535 880 59,322 6.0 8.0 博物館の入館者数

102,00
0人

97,168
人

169,56
8人

167,79
6人

新型コロナウイルスの影響を鑑
み、前年度実績の５％増を目標値
として設定。

118,13
2人

S A

新型コロナウイルスの影響を鑑み
て、前年度実績の５％増を目標と
したが、目標を大幅に上回り２０％
以上（20,964人）の増加が見られ
た。前年度に引き続き感染対策を
行い、安心して見学することができ
る受け入れ態勢を整えたことが結
果となった。

新型コロナウイルスが全国的に収
束してきたように感じているが、当
館では体験展示を売りにしている
ため、引き続き消毒等の対策を行
い、訪れる人が安心して見学でき
る環境を整える。加えて、教育普
及事業にも力を入れたい。

文
化
財
課

74

「登呂ムラ」
発信事業
（登呂博物
館）

H 22 ～
市

（直営）

弥生時代の生活体験
を通し、登呂遺跡の見
学者に遺跡の魅力を
より深く理解してもら
う。

弥生時代の生活体験
学習

登呂遺跡内での
体験学習指導の
日数

261日 ２６１日
一
般
30 - 30 1.0 4.0 遺跡案内、体験学習者数

98,452
人

93,769
人

148,65
9人

153,23
5人

新型コロナウイルスの影響を鑑
み、前年度実績の５％増を目標値
として設定。

115,82
1人

S A

新型コロナウイルスの影響を鑑み
て、前年度実績の５％増を目標と
したが、目標を大幅に上回り２０％
以上（22,052人）の増加が見られ
た。前年度に引き続き感染対策を
行い、安心して見学することができ
る受け入れ態勢を整えたことが結
果となった。

新型コロナウイルスが全国的に収
束してきたように感じているが、当
館では体験展示を売りにしている
ため、引き続き消毒等の対策を行
い、訪れる人が安心して見学でき
る環境を整える。



Ｒ２ Ｒ１ H30

①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

75

シズオカ×
カンヌウィー
ク開催補助
金

H 22 ～
補助等
（交付先）

姉妹都市カンヌ市で
開催されるカンヌ国際
映画祭に合わせて開
催するシズカンウィー
ク等の実施により、観
光交流人口の拡大及
び本市のPRにつな
げ、「まちは劇場」の
推進を図る。

主催者である実行委
員会への補助金交付

①補助金交付事
務の適正な実施
②実行委員会の
運営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
4,700 ― 1,400 0.5 0.0 連動企画数 ７事業 中止 20事業 20事業

新型コロナウイルス感染症の影響
により、事業規模を１/３に縮小す
るため、平成30年度、令和１年度
実績（20事業）の1/３程度を目標
値として設定した。

10事業 S A

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため規模を縮小しながら
も、目標を上回る企画数を確保で
きた。しかし、例年と比べると連動
企画数が減少しているため、評価
はAとした。

自主財源の確保が課題であるた
め、イベントの趣旨に賛同する企
業を広く募り、実行委員会組織の
強化を目指す。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

76
静岡まつり
開催補助金

S 32 ～

市・補助
等

（直営・交
付先）

本市の歴史文化の紹
介を通じて、魅力を広
く市内外に向けて情
報発信することでまち
の賑わいを創出し本
市を訪れる観光客の
増加を図る。

毎年４月に開催される
「静岡まつり」の主催
者である実行委員会
への補助金

①補助金交付事
務の適正な実施
②実行委員会の
運営支援
③公式パンフ作成

①実施
②実施
③1回

①実施
②実施
③１回

一
般
80,565 ― 60,760 1.0 0.2

イベント入込客
数
（主催者発表
数）

400,00
0人

中止
1,000,
000人

960,00
0人

新型コロナウイルス感染症の影響
及び事業規模縮小により、来場者
数の減が予想される。また、来場
者の物理的距離の確保に配慮し、
入場制限をかけることも視野に入
れているため、例年の入込客数の
1/2程度を目標値として設定した。

290,00
0人

B A

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため大御所花見行列を中
止するなど事業規模を縮小したこ
とにより、目標を下回る来場者数と
なった。しかし、開催により、本市
の魅力を発信し、まちの賑わいを
創出することができたため、評価
はAとした。

おねり保存事業と一体的に運営
し、歴史文化のまちづくりによる賑
わいづくりに向け、静岡まつり実行
委員会を支援する。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

77
静岡おでん
祭開催補助
金

H 18 ～
補助等
（交付先）

本市を代表する食べ
物のひとつであるおで
んに関する情報を広く
市内外に発信し、本
市を訪れる観光客の
増加を図る。

毎年３月に開催される
「静岡おでん祭」の主
催者である実行委員
会への補助金交付

①補助金交付事
務の適正な実施
②広報活動の円
滑な運営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
4,000 ― 4,000 0.3 0.0

イベント入込客
数
（主催者発表
数）

200,00
0人

中止 中止
240,00
0人

新型コロナウイルス感染症の影響
が懸念されるものの、開催予定時
期が令和４年３月であることから、
過去実績と同等の入込客数を目
標値として設定した。

147,00
0人

B A

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため規模を縮小しながら開
催したことにより、当初の目標値を
下回る来場者数となった。しかし、
開催により、本市の魅力を発信し、
まちの賑わいを創出することがで
きたため、評価はAとした。

本市特有の食文化である静岡お
でんを観光資源として活用し、交
流人口の拡大に向け、静岡おで
ん祭実行委員会を支援する。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

78

ＳＨＩＺＵＯＫ
Ａ　ＰＩＣＮＩ
Ｃ　ＧＡＲＤ
ＥＮ補助金

H 30 ～
補助等
（交付先）

本市の豊富な地場産
品を観光資源として市
内外に発信し、地域
経済の活性化及び交
流人口の増加を目指
す。

「ＳＨＩＺＵＯＫＡ　ＰＩＣ
ＮＩＣ　ＧＡＲＤＥＮ」の
主催者である実行委
員会への補助金交付

①補助金交付事
務の適正な実施
②運営補助

①実施
②広報
活動の
円滑な
運営支
援

①実施
②広報活動
の円滑な運
営支援

一
般
34,000 ― 34,000 0.1 0.0

イベント入込客
数
（主催者発表
数）

49,000
人

17,000
人

284,09
0人

100,00
0人

新型コロナウイルス感染症の影響
により、来場者数の減が予想され
る。令和２年度よりも開催期間を拡
大（4日→７日）すること、また来場
者の物理的距離を保ちながらイベ
ントを運営することを考慮し、１日
の来場者数を７,０００人程度と見込
み、目標値を設定した。

65,900
人

S S

通常のゴールデンウィークの開催
に加えて、11月にもイベントを開催
することができたため、目標値を大
幅に上回る来場者数となった。本
市の魅力を広く発信することがで
きたため、評価をSとした。

令和２年度より駿府城公園を主会
場とし、公園の魅力向上にも取り
組んでいる。今後も、効果的な情
報発信をするとともに、同時開催
のイベントと連携するなど、交流人
口の増加に向け、しずおかフェア
実行委員会を支援する。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

79
人の集まる
街づくり推
進事業

H 15 ～
市

（直営）

周辺地域、商店街等
のにぎわい創出を図
り、人の集まる街づくり
及び地域振興に寄与
する

イベント、広報宣伝等
を行う者に対して、青
葉イベント広場を貸し
出す。

青葉イベント広場
の適正な貸出

実施 実施
一
般
1,845 ― 1,794 0.1 0.2 貸出稼働率 10% 12% 44% 44%

過去の貸出稼働率の平均値並み
を目標値としてきたが、令和３年度
については、令和２年度のコロナ
禍における貸出状況（12％）を鑑
み、目標値を設定した。

21% A A

新型コロナウイルス感染症の影響
を受けながらも、感染拡大防止策
を講じ、目標値を達成するととも
に、昨年度の実績を9%上回ること
ができた。
しかし、例年と比べると稼働率が
減少しているため、評価はAとし
た。

コロナ禍ではあるが、徐々にイベ
ントが復活し活気を取り戻しつつ
ある。稼働率をコロナ禍前の数値
に戻すことを目標とし、適正な貸出
業務に尽力する。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

80

「まちは劇
場」推進事
業
ストレンジ
シード開催
事業

H 28 ～
市

（委託）

市街地において、演
劇、ダンスを中心とし
た文化芸術イベントを
開催することで、「まち
は劇場」を推進し、ま
ちの存在感を高め、
交流人口の増加に資
する。

駿府城公園及び周辺
市街地において、演
劇、ダンスを中心とし
た文化芸術イベントを
開催。

①業務委託契約
の締結
②業務完了報告
書の確認、検収

①１件
②１件

①１件
②１件

一
般
24,000 ― 23,890 0.4 0.0

「ストレンジシー
ド」来場者数

8,052
人

11,572
人

17,852
人

9,925
人

新型コロナウイルス感染症拡大防
止策として各会場に定員（40人～
100人）を設け、設定した定員数に
来場者数が達することを目標とし
た。

13,651 S S

令和２年度はコロナ禍の影響によ
り２日間の実施だったが、令和３年
度は４日間で実施し、感染症の拡
大も落ち着いていたことから各会
場の定員数を増やして最大160名
としたことで、目標値を大幅に上回
ることができた。文化芸術を活かし
たまちづくりを進める本市の魅力を
広く発信することができたため、評
価をSとした。

新たなファン層の拡大に向けて、
ファミリー向けの演目を増やした
が、ストレンジシードのファンには
賛否があった。今後の方向性につ
いて、関係者と協議を進めていく。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

81

「まちは劇
場」推進事
業
まちは劇場
コンサート
事業

H 28 ～
市

（委託）

オーケストラ等と連携
し、オープンスペース
でのコンサートを行
い、文化を通じてまち
を活性化させることに
より、「まちは劇場」を
推進する。

「まちかどコンサー
ト」、「Hotひといきコン
サート」を開催

①委託契約締結
件数
②完了報告書確
認件数
③事務処理の円
滑な実施

①２件
②13件
③実施

①２件
②13件
③実施

一
般
9,920 ― 9,464 0.0 0.6

①まちかどコン
サート来場者数
②Hotひといきコ
ンサート来場者
数

①
2,600
人
②740
人

①
4,617
人
②
1,097
人

①
6,289
人
②
3,789
人

①
6,865
人
②
4,939
人

①新型コロナウイルス感染症拡大
防止策として来場者の物理的距
離の確保に配慮し、１回当たりの
来場者数60人×43回＝2,580人を
予想値として算出、 2,600人を目
標値として設定した。

②新型コロナウイルス感染症拡大
防止策として設定した募集定員を
目標値とした（由比蒲原130人×２
回+清水80人×２回+静岡80人×４
回）

①
4,062
人
②777
人

①S
②A

A
目標値を達成するができたが、例
年と比べると来場者数が減少して
いるため、評価はAとした。

来場者の年代に偏りが見られるた
め、新たな年代へのアプローチと
して、様々な会場や時間帯、内容
での開催を検討していく必要があ
る。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

82

「まちは劇
場」推進事
業
市民参加型
舞台公演事
業

H 30 ～
市

（委託）

あらゆる人々が文化
芸術活動に参加でき
る環境の整備に取組
み、本市のプレゼンス
の向上及び「市民が
主役」のまちは劇場プ
ロジェクトを推進する。

演劇ワークショップ及
び発表公演（市民参
加型バリアフリー公
演）の開催

①業務委託契約
の締結
②業務完了報告
書の確認、検収

①１件
②１件

①１件
②１件

一
般
5,700 ― 5,698 0.3 0.0

①演劇ワーク
ショップ開催回
数
②市民参加型
バリアフリー公
演の開催回数

①20回
②１回

①２５
回
②１回

①45回
②1回

①36回
②-

新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、演劇ワークショップ開催
回数については、前年度と同様に
20回、成果発表の機会としての公
演開催回数も前年度同様に1回を
目標値として設定した。

①54回
②2回

①S
②A

S

目標値を大きく上回るワークショッ
プの実施回数となり、健常者と障
がい者が同じ舞台に立ち、あらゆ
る人々が参加できる芸術活動の場
を整備することができた。また観覧
者からの高い評価を得ることがで
きたため、評価をSとした。

来場者の更なる増加に向けてPR
活動を充実させる。また、継続的
な開催に向けて、演者や運営ス
タッフの更なる育成を図っていく必
要がある。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

83

ふじのくに
せかい演劇
祭開催事業
補助金

H 30 ～
補助等
（交付先）

国内有数の演劇祭で
ある「ふじのくに⇄せか
い演劇祭」の開催を支
援することで、本市５
大構想のひとつである
まちは劇場の推進を
図る。

「ふじのくに⇄せかい
演劇祭」の主催者であ
る（公財)静岡県舞台
芸術センターへの補
助金交付

補助金交付事務
の適正な実施

実施 実施
一
般
41,400 ― 41,400 0.1 0.0

イベント入込客
数（主催者発表
数）

912人

累計視
聴回数
56,088
回
（動画
配信）

3,423
人

3,218
人

新型コロナウイルス感染症の影響
により、海外からの招聘公演を見
送り、事業規模を縮小して開催す
る。開催会場である駿府城公園、
舞台芸術公園等の定員数の45％
である912人を目標値として設定し
た。

1,159 S A

事業規模を縮小して開催となった
が、感染拡大防止対策を講じるこ
とで、コロナ禍においても生の演
劇を観客に届けることができた。し
かし、例年と比較すると入込客数
は減少しているため、評価はAとし
た。

本市の「春フェス」の核となるイベ
ントとして、発信力をさらに磨き上
げていく必要があるため、主催者
と連携し、海外プロモーションにも
取り組んでいく。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

84

フェスティバ
ル・シティブ
ランディング
事業

H 30 ～
市

（委託）

市内で開催される複
数のフェスティバルを
包括し、フェスティバ
ルが都市のシンボルと
なるためのブランド形
成を行うことで、国際
発信力の強化、インバ
ウンドの増加を図る。
コロナ禍においては、
アフターコロナにおけ
る世界への発信再開
を見据えたインナーブ
ランディングに注力す
る。

本市の魅力を世界へ
発信する基盤を整える
ため、市民と共に取り
組む「まちは劇場」を
推進するインナーブラ
ンディングを実施す
る。

①業務委託契約
の締結
②業務完了報告
書の確認、検収

①2件
②2件

①４件
②４件

一
般
23,000 ― 22,935 0.8 0.0

①ブランディン
グ事業で制作し
たプロモーショ
ン素材を活かし
た発信事業の実
施件数
②市民参加型
のアートプロジェ
クトにおけるイベ
ントの実施回数

①１件
②４回

①１件
②１回

― －

ポストコロナの新たな時代における
観光需要の回復期を見据え、まず
は「選ばれる都市」になるための基
盤づくりを進めるというブランディン
グの方向性を令和２年度に定めた
が、令和３年度は、その方向性に
基づき、市民に向けて「まちは劇
場」が目指す都市の姿を発信し、
理解を深めてもらう事業の実施を
目標として設定した。

①１件
②６回

①A
②S

A

Ｗｅｂサイトを改修し、国内外への
発信力強化と文化交流を促進す
る基盤を整えることができた。ま
た、市民参加型のアートプロジェク
トを実施し、「まちは劇場」の目指
す姿に共感、共創する市民を掘り
起こすことができたため、評価をＡ
とした。

アフターコロナにおける交流人口
の拡大に向け、Webサイトを軸に
国内外への情報発信を進めてい
く。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

85

フェスティバ
ル評価シス
テム構築事
業

H 30 ～
市

（委託）

本市で開催されるフェ
スティバルが、本市に
もたらす経済的・社会
的影響や効果を分析
し、フェスティバルの
社会的意義を明らか
にするための評価シス
テムを構築する。

新型コロナウイルス感
染拡大の影響を考慮
した、ロジックモデル
や拡大調査の見直し
を実施
令和３年度に実施す
る、フェスティバルがも
たらす経済的・社会
的・文化的影響を広範
に把握するための拡
大調査に向けた準備

①業務委託契約
の締結
②業務完了報告
書の確認、検収

①１件
②１件

①実施
②実施

一
般
12,917 ― 12,040 0.3 0.0

拡大調査の種
類

７種 決定 決定 －

本市が構築しようとしている評価シ
ステムは、来場者のみならず、参
加アーティストやスタッフ、産業界
等、フェスティバルに関係する他
分野の関係者に対して調査を実
施し、本市にもたらす経済的・社
会的・文化的効果を検証するとこ
ろに特徴がある。そのため、予定し
ている７種類の拡大調査を確実に
実施し、評価システムを構築する
ための初期値をとることを目標とす
る。

７種 A A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、令和２年度から延期してい
た拡大調査７種（来場者調査、参
加アーティスト調査、スタッフ調
査、産業界調査、市内ホテル調
査、全国対象インターネット調査、
市民対象インターネット調査）を実
施し、報告書としてまとめることが
できたため、評価をAとした。

令和４年度は評価システム構築事
業の最終年度を迎えるため、令和
３年度に実施した拡大調査の成果
に基づく分析を進め、５年間の成
果をとりまとめ周知する必要があ
る。

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

86

「まちは劇
場」推進事
業
まち劇ス
ポット事業

H 30 ～
市

（直営）

都市全体が劇場のよ
うにいつも華やかで活
気に溢れた魅力的な
まちを目指し、地域経
済の活性化および交
流人口の増加を図る。

「まち」の様々な空間
において、様々なジャ
ンルの文化に触れる
機会、アーティストと市
民が出会う機会を数
多く提供するために、
パフォーマンス環境を
整備。

①ｽﾎﾟｯﾄ指定箇所
数
②アーティスト審
査会の実施

①10箇
所
②１回

①１０か所
②１回

一
般
1,252 ― 1,252 1.0 0.0

①ﾗｲｾﾝｽ保有
者数
②まち劇スポット
稼働回数(延べ）

①66組
②80回

①66組
86人
②25回

①65組
80人
②371
回

①52人
②43回

①登録パフォーマー組数（66組）
の維持を目標とする。
②新型コロナウイルス感染拡大の
影響を考慮し、20回/月×４月＝
80回を目標値とした。

①79組
90人
②90回

①S
②A

A

パフォーマー組数を大幅に増やし
たほか、スポットの稼働数について
も目標を上回り、市民が文化に触
れる機会を創出することができた。
しかしながら、コロナ禍で稼働期間
が短く例年に比べ稼働回数は少
なかったため、評価をAとした。

アフターコロナに向け、新規スポッ
トの開設及び集客力と利用率をよ
り高めていく必要がある。公民連
携によるスポットの創出、予約シス
テムの改善、SNS等を利用したPR
活動について検討していく。
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文
化
振
興
課

87
静岡市民文
化会館管理
運営事業

S 53 ～

市
（直営・委
託）

市民に文化活動の場
と多彩な芸術文化の
鑑賞機会を提供する
ことにより、市民の芸
術文化の向上を図る。

指定管理者制度によ
る館の運営（受付・案
内・利用料徴収・設備
の管理・事業等）
修繕、大規模改修な
ど。

①指定管理業務
協定締結件数
②指定管理業務
のモニタリング回
数
③指定管理業務
報確認・検査件数
（年報1件、月報12
件）

①1件
②3回
③13件

①1件
②3回
③13件

一
般
275,357 15,643 284,815 1.0 0.0

①年間利用者
数
②年間施設利
用率

①50万
人
②70％

①
111,40
0人
②
44.6％

①
442,60
9人
②
62.6％

①
501,29
6人
②
68.8％

過去の実績をもとに指定管理者と
調整の上、協定締結時の仕様書
で設定した目標値

①
234,94
8人
②
58.9％

①C
②B

A

新型コロナウイルスの影響により、
事業の中止や利用者数が減少し
たことで目標値に届かなかった
が、その影響を除けば、多彩な芸
術文化の鑑賞機会の提供や施
設・設備の適切な維持管理等、業
務は適正に実施できていたため。

感染症対策を行いながら施設を運
営するとともに、引き続き指定管理
者が多彩な事業を展開し、広報活
動に努め集客を図る。

文
化
振
興
課

88

静岡市民文
化会館前駐
車場管理運
営事業

S 53 ～

市
（直営・委
託）

静岡市民文化会館、
静岡市中央体育館及
び静岡市青少年研修
センターに自動車で
来館する方の駐車の
用に供するため、駐車
場を運営する。

指定管理者制度によ
る駐車場の運営（入
庫・精算・出庫管理、
場内管理等）、修繕な
ど。

①指定管理業務
協定書締結件数
②指定管理業務
のモニタリング実
施回数
③指定管理業務
報確認・検査件数
（年報１件、月報
12件）

①1件
②3回
③13件

①1件
②3回
③13件

一
般
954 - 940 0.5 0.0 年間利用率 40% 23.3% 39.8% 40.8%

過去の実績をもとに指定管理者と
調整の上、協定締結時の仕様書
で設定した目標値

30.1％ C A

新型コロナウイルスの影響により、
事業の中止や利用者数が減少し
たことで目標値に届かなかった
が、その影響を除けば施設・設備
の適切な維持管理等、業務は適
正に実施できていたため。

静岡市民文化会館を含む周辺施
設の利用者が利用する駐車場で
あるため、本施設だけでは利用率
を向上することは難しいが、満空
情報のHP掲載等、利用者の利便
性向上に努める。

文
化
振
興
課

89
静岡市民文
化会館再整
備事業

Ｒ 1 ～
市

（直営）

開館後40年以上経過
した静岡市民文化会
館について、施設及
び設備の更新並び
に、静岡都心の芸術
文化の拠点になるとと
もに、市内外から多く
の人を惹きつけ、周辺
エリアの回遊性を高
め、経済波及効果をも
たらす施設となるよう、
再整備を図る。

・再整備方針、再整備
基本構想・基本計画
の策定
・PPP導入可能性調査
・整備手法の確定
・整備手法確定により
必要となる業務の実施

①基本構想・基本
計画策定
②PPP導入可能性
調査の実施
③整備手法の確
定
④その他

①策定
完了
②調査
完了
③確定
④実施

①策定完了
②調査完了
③確定
④実施

一
般
0 28,930 28,930 1.5 0.0 業務の完了 完了 未完了 完了 ―

令和３年度は、令和２年度業務を
繰越し、基本構想・基本計画の策
定を予定しており、定量的評価が
適当でないため、数値目標を設定
しない。

完了 A A
構想・計画を策定し、その内容を
公表することができたため。

令和４年度は、基本設計業務及び
PFIアドバイザリー業務を実施し、
PFI事業者の決定に向け、引き続
き円滑に再整備事業を進めてい
く。

文
化
振
興
課

90
清水文化会
館管理運営
事業

H 24 ～ Ｒ 8
市

（直営・委
託）

市民に文化活動の場
と芸術文化の鑑賞機
会を提供することによ
り、市民の芸術文化の
向上を図るとともに、
文化を核とした清水都
心の賑わい創出を図
る。

ＰＦＩ・指定管理者制度
（利用料金制）による
館の維持管理・運営
（設備の維持管理、利
用受付・貸出・案内・
自主事業等）

①通知書送付件
数
②委託業務契約
の締結件数（モニ
タリング支援）
③モニタリング実
施回数
④指定管理業務
報告書、財務に関
する報告書・検査
件数

①１件
②１件
③３回
④15回
（維持管
理・運
営）１回
（財務）

①２件
②１件
③３回
④15回（維
持管理・運
営）１回（財
務）

一
般
268,559 8,037 271,664 1.0 0.0

①年間来館者
数
②ホール・ギャラ
リー利用率

①
430,00
0人
②
65.0%

①
73,954
人
②
44.0%

①
439,48
4人
②
83.5%

①
454,26
0人
②
77.8%

「清水駅東地区文化施設整備及
び維持管理・運営事業　運営業務
仕様書」における事業期間第２
ターム（平成29年度～令和３年度）
で設定した目標値。

①
181,11
6人
②
68.2%

①C
②A

A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、利用者数が減少したことで
目標値に届かなかったが、その影
響を除けば、多彩な芸術文化の鑑
賞機会の提供や施設・設備の適
切な維持管理等、業務は適正に
実施できていたため。

感染症対策を行いながら施設を運
営するとともに、引き続き広報等に
より、施設の利用率の向上に努め
る。

文
化
振
興
課

91
文化振興計
画進捗管理
事業

H 28 ～
市

（直営）

静岡市創造及び交流
によりまちの活力を生
み出す文化の振興に
関する条例に基づき
策定された静岡市文
化振興計画の進捗管
理を行う。

静岡市文化振興計画
の進捗管理

一
般

1,056 完成 A A

現行の静岡市文化振興計画にお
ける成果の最終評価と、次期計画
策定に向けた成果指標設定や基
礎資料とするために市民意識調査
を実施した。計画の骨子とその方
向性も定まり、令和４年度末策定
に向け順調な進捗管理であると言
える。

令和４年度は、次期計画策定及び
条例の一部改正に向けた議決を
受け、冊子発行まで実施する。ス
ケジュール管理を厳格にし、庁内
及び市民の意向を十分に反映し
た内容となるよう、配慮していく。

文
化
振
興
課

92
文化振興審
議会開催事
業

H 29 ～
市

（直営）

静岡市創造及び交流
によりまちの活力を生
み出す文化の振興に
関する条例に基づき、
文化の振興に関する
市の施策の総合的な
推進を図るため、静岡
市文化振興審議会を
開催する。

静岡市文化振興審議
会の開催

一
般

437 完成 A A

年間開催予定回数は４回であった
が、調整の結果５回の開催が妥当
であると判断し、実施した。内容も
充実したものであり、目的は十分
に達成されたと判断されるため。

令和４年度は次期計画策定に向
けて充実した審議が必要であり、
審議会の開催はその核となるもの
である。庁内の意思決定のタイミン
グと調整し、審議会で丁寧に審議
を重ねていけるよう、注意が必要
である。

審議会への後
期実施計画の
R2年度実施報
告及び評価審
議の実施に伴う
報告書の作成

完成 ― ― ―

当該業務は計画の実施報告なら
びに審議会での報告書完成を目
標としており、定量的評価が適当
で無いため、数値目標を設定しな
い。

1.0 0.0審議会開催件数 ４回 5回 2,212 -
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

文
化
振
興
課

93

芸術文化奨
励賞審査委
員会開催事
業

～
市

（直営）

推薦を受けた静岡市
芸術文化奨励賞の受
賞候補者に係る審査
を行うため、静岡市芸
術文化奨励賞審査委
員会を設置・開催す
る。

静岡市芸術文化奨励
賞審査委員会の開催

審査委員会開催
件数

１件 １件
一
般
64 - 37 0.3 0.0

R3年度審査委
員会への候補
者資料作成及
び審査会実施
に伴う審査結果
の発表

完了 ― ― ―

当該業務は審査委員会開催なら
びに審査結果発表の完了を目標
としており、定量的評価が適当で
無いため、数値目標を設定しな
い。

完了 A A

令和３年度は募集要領を改定し、
評価基準を公開した事により推薦
候補者数が例年より多くなった。
審査委員会は例年と同時期に開
催され、受賞者３名を選出した。開
催目的を十分達成しており、評価
できるため。

次年度に向け、更新した募集要領
に準じた的確な評価ができるよう、
評価基準についても丁寧に調整
を重ね、より精度の高い審査委員
会となるよう努めていきたい。

文
化
振
興
課

94
芸術文化奨
励賞授賞式
開催事業

H 15 ～
市

（直営）

静岡市芸術文化奨励
賞の受賞者に記念品
等を授与する授賞式
を開催する。

静岡市芸術文化奨励
賞授賞式の開催

授賞式開催件数 １件 １件
一
般
184 - 365 0.3 0.0

R3年度授賞式
開催準備及び
受賞者への賞
賜金等手配の
完了

完了 ― ― ―

当該業務は授賞式開催ならびに
受賞者への賞賜金等手配の完了
を目標としており、定量的評価が
適当で無いため、数値目標を設定
しない。

完了 A A

令和３年11月4日に授賞式を開催
し、３人の受賞者を輩出した。推薦
者数が多かった事もあり、受賞者
数も例年より多くなったが、式は恙
なく開催され、目標が達成できた
ため。

受賞者増に伴い、予算額を上回る
結果となった。例年、受賞者数は
推薦状況に応じて変化するためそ
の見込みが難しく、予算流用を伴
う場合がある。事務に滞りが無いよ
う、配慮して進めていく必要があ
る。

文
化
振
興
課

95
文化振興事
業の実施経
費

H 5 ～
市

（委託）

文化振興施策の一環
として、様々な文化事
業を効果的に実施し、
本市の文化振興を図
る。

「文化芸術アウトリーチ
プログラム事業」「静岡
市民芸能発表会」
「オーケストラ鑑賞事
業」「伝統文化ワーク
ショップ」等の開催、
「静岡市民文芸」の発
行（文化活動委託）、
静岡市芸術文化奨励
賞の交付等

①委託契約締結
件数
②完了報告書確
認件数
③検収件数

①1件
②12件
③12件

① １件
②12件
③12件

一
般
26,265 - 24,539 0.3 0.0

①「文化芸術ア
ウトリーチプログ
ラム事業」訪問
回数
②「静岡市民文
芸」一般応募者
数
③「静岡市民芸
能発表会」参加
団体数
④「伝統文化
ワークショップ」
参加者数
⑤「オーケストラ
鑑賞事業」参加
者数
⑥「竹久夢二作
品等展覧会」来
場者数
⑦「平野富山作
品等の保管及
び展示等業務」
展示替回数

①8回
②272
人
③40
団体
④120
人
⑤950
人
⑥
1,270
人
⑦３回

①－
②
261人
③
57団体
④
148人
⑤
508人
⑥
2,815
人
⑦
３回

①－
②273
人
③133
団体
④218
人
⑤
1,959
人
⑥778
人
⑦３回

①－
②281
人
③134
団体
④190
人
⑤
2,891
人
⑥218
人
⑦３回

①予算の範囲内で実施が可能と
判断される訪問数
②過去３年間の平均値で設定
③新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策として募集定員を設けた
数値を目標値として設定
④新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策として募集定員を設けた
数値を目標値として設定（各回30
人×４グループ）
⑤新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策として、席の間隔を確保
した場合の収容人数（1,900席×
50％=950人）で目標値を設定
⑥過去３年間の平均値で設定
⑦美術作品の保護の観点から予
想値を算出し、目標値に設定

①９件
②250
人
③67
団体
④120
人
⑤358
人
⑥
3,661
人
⑦３回

①S
②A
③S
④A
⑤C
⑥S
⑦A

A

令和３年度新規事業である文化芸
術アウトリーチプログラム事業で
は、市立こども園を初めとする市内
９か所の施設において、和楽器を
中心としたコンサートを実施し、施
設及び参加者から高い満足度を
得る事が出来た。
市民芸能発表会では、新型コロナ
ウイルス感染症対策を行い、コロ
ナ禍における文化芸術に携わる
市民の「発表の場」を絶やす事なく
提供する事が出来た。

ホール事業であるオーケストラ鑑
賞事業については、学校側からの
キャンセルが相次ぎ、目標値に届
く事が出来なかった。事業実施時
期に感染症流行の波が重なると不
可抗力で参加者数が減ってしまう
ため、実施する側としては難しい
面があるが、より多くの参加者に安
心して参加していただけるよう感染
防止対策の実施と周知に努めて
いく。

文
化
振
興
課
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静岡市民文
化祭企画運
営業務

H 15 ～
市

（委託）

広く市民に創作発表
および鑑賞の機会を
提供することにより、
芸術文化を一般に普
及し市民文化向上を
図る。

「静岡市民文化祭」の
実施、委託契約

①委託契約締結
件数
②完了報告書確
認件数
③事務処理の円
滑な実施

①１件
②１件
③実施

①1件
②1件
③実施

一
般
3,272 - 3,270 0.3 0.0

静岡市民文化
祭来場者数

10,000
人

747人
20,132
人

20,114
人

R2年度は中止した事業が多かっ
たため、R1年度の算出根拠に倣っ
て算出。
新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策を行った上で、縮小開催
（ホール部門を中止）した場合を想
定して算出（R1実績：20,132人、R
１のホール部門来場者数計10,598
人、（20,132-10,598）＝9,534人≒
10,000人）

10,658
人

A A

新型コロナウイルス感染症の影響
により一部事業の開催を見送った
が、概ね予定通りに実施する事が
でき、目標値を上回った。それぞ
れの事業で感染症対策を講じ安
全に実施できたほか、市民の文化
活動の発表の場を維持する事が
でき、充実した内容であったため。

市民の公募型事業として運営して
いるが、新型コロナウイルスの影響
もあり応募者数が減少している。
今後はアフターコロナを見据え、
十分に対策を講じながら若年層な
どの取り込みも視野に入れつつ、
広く市民の発表の場となるよう調
整していく必要がある。

文
化
振
興
課

97
まちは劇場
コンサート
事業

～
市

（委託）

市内で活動している
オーケストラ等と連携
し、学校訪問コンサー
トや親子コンサートを
行い、音楽文化を通じ
てまちを活性化させる
ことにより、「まちは劇
場」を推進する。

①学校訪問コンサート
②こども園訪問コン
サート
③親子コンサートの実
施

①委託契約締結
件数
②完了報告書確
認件数
③検収件数

①１件
②１件
③１件

①１件
②１件
③１件

一
般
23,369 - 22,273 0.5 0.0

①学校訪問コン
サート実施校数
②こども園訪問
コンサートの実
施園数
③親子コンサー
ト応募人数

①８校
②14園
③
3,700
人

①6校
②24園
③
6,734
人

①14校
②－
③
8,614
人

①14校
②－
③
7,984
人

①予算の範囲内で実施が可能とさ
れる訪問数。
②予算の範囲内で実施が可能とさ
れる訪問数。
③実施するホールの定員数（静
文：1,968人、マリナート：1,513人、
AOI：618人×2回）4,717人の80％
である3,773人を予想値として算出
し、3,700人を目標値とした。

①８校
②18園
③
6,964
人

①A
②S
③S

A

訪問コンサートでは多くの学校・こ
ども園に応募いただき実施するこ
とが出来た。本格的なオーケストラ
の曲目から子どもたちに馴染みの
ある曲まで迫力ある生演奏を子ど
もたちに届ける事が出来た。AOI
の親子クラシックコンサートについ
ては、応募までは実施したものの
事業自体は新型コロナウイルス感
染症拡大の影響により中止となっ
た。

毎年多くの学校・こども園から応募
があるため、未実施校・園を優先
に早期の実施を図っていく。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

文
化
振
興
課

98

第80期A級
順位戦最終
局静岡市実
行委員会負
担金

H 29 ～
補助等
（交付先）

徳川家康公とゆかりの
深い将棋・囲碁を通じ
て、静岡市と家康公の
繋がりを全国に向けて
発信するとともに、静
岡市における将棋・囲
碁文化の振興と地域
活性化を図る。

多面指し指導将棋、
色紙サイン会、大盤解
説会等、「Ａ級順位戦
最終局（第80期A級順
位戦最終局）」を開催
する。

負担金交付事務
の円滑な実施 実施

コロナ禍に
おいて、感
染症対策を
充分に行い
ながら実施
できた。

一
般
7,000 - 6,973 1.0 0.0

①応募者数
②来場者満足
度

①900
人
②95％

①436
人
②93%

①
1,170
人
②81%

①
1,224
人
②85%

①新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策として募集定員に対する
応募者数を目標値として設定。
②来場者アンケートの満足度の過
去３カ年平均から算出した目標値
を設定した。

①948
人

②83％

①S
②B

A

新型コロナウイルス感染症対策を
実施しながら、大盤解説会以外に
も色紙サイン会や指導将棋等の関
連イベントを実施することにしたこ
とで、応募者数が目標を上回っ
た。来場者満足度は感染症対策
による受付や物販での待ち時間
等が増加したことから目標値に届
かなかったが、各イベントに関して
は満足度が高い意見が寄せられ
ていたため。

令和４年度についても引き続きコ
ロナ禍での実施に伴い、参加者が
楽しめるイベントづくりを行っていく
必要がある。
なお、今回のアンケート結果では、
女性参加者の比率が前回の３３%
から４１%に伸び、幅広い方々への
広報が成功し始めていると感じて
いる。昨今の将棋ブームを注視し
ながら、今後も積極的な多方面へ
の広報を行っていく。

文
化
振
興
課
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囲碁事業補
助金

Ｒ 2 ～
補助等
（交付先）

本市と囲碁の結びつ
きを市内及び国内外
に広くアピールし、本
市の地域活性化を図
るとともに、観光交流
の発展の一助とする。

①「今川義元杯市民
囲碁大会」
②「駿府囲碁まつり」

①補助金交付事
務の円滑な実施
②交付件数
③報告書確認件
数
④検収・確定件数

①遅延
なく補助
金を交付
②１件
③１件
④１件

①遅延なく
補助金を交
付
②１件
③１件
④１件

一
般
1,000 - 0 0.5 0.0

来場者数
①今川義元杯
静岡市民囲碁
大会
②駿府囲碁まつ
り

①214
②280

①－
②－

①214
②280

①－
②－

①令和元年度の実績値を基に設
定。
②令和元年度の実績値を基に設
定。

①78
人
②－

①C
②
－

A

新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により、事業を縮小して開催
した。
感染拡大の影響から参加者数も
思うように伸びなかったが、
滞りなく事業を実施する事が出来
た。
なお、実施事業縮小に伴い自主
財源内での実施が可能となったた
め、決算額が0となっている。

若年層の参加者を増やすための
PR方法を広報手段と事業内容の
両側面から検討していく。
※令和4年度からは①②を１つの
イベントとして実施。
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市民ギャラ
リー管理運
営事業

H 1 ～
市

（委託）

市民に文化に触れる
機会と発表の場を提
供し、文化の向上を図
る。

ギャラリー利用者の受
付管理、展示会予定
表の作成、作業日誌
の作成等の管理運営
事務及びギャラリー使
用料徴収業務

①業務委託契約
の締結
②業務委託完了
報告書の確認
③業務委託の検
収

①1件
②12件
③1件

①1件
②12件
③1件

一
般
7,496 - 7,419 0.0 0.5 年間利用率 68.36% 34.55% 68.36% 70.40%

新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、令和元年度の実績値を
目標値として設定。

59.10% B A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、利用者が減少したことで目
標値に届かなかったが、業務は適
正に実施できたため。

利用率の向上を図るため、引き続
き広報方法の検討・実施に取り組
んでいく。

文
化
振
興
課

101
文化団体運
営費補助金

～
補助等
（交付先）

市民文化団体相互の
連携協調を図り、広く
市民芸術文化活動の
向上に寄与している
当該団体の活動を支
援することにより、本
市の文化振興を図る。

静岡市芸術祭の開催
費用（会場費含む）、
協会誌発行、運営費
人件費含む）に対し補
助金を交付する。

①補助金交付事
務
②補助金報告書
確認件数

①1件
②1件

①1件
②1件

一
般
14,508 - 14,508 0.3 0.0

①「静岡市芸術
祭」来場者数
②協会誌の発
行数
③協会の円滑な
運営

①
7,000
人
②１回
③完了

①中止
②１回
③完了

①
20,345
人
②１回
③完了

①
21,881
人
②１回
③完了

①R2年度は中止となったため、R1
年度の目標値をそのまま引用す
る。
新型コロナウイルス感染症拡大防
止対策を行った上で、縮小開催し
た場合を想定して算出（R2出展部
門におけるR１実績をもとに算出、
R１実績：6,436人≒7,000人）
②予算の範囲内で実施できる発
行回数は年間１回と考えられるた
め。
③定量評価に値しないため、運営
が滞りなく完了するかを基準とす
る。

①
6,999
人
②１回
③完了

①A
②A
③A

A

芸術祭については令和３年度は
茶会を除く殆どの事業が予定通り
実施でき、目標値にほぼ等しい実
績を得る事ができた。協会誌の発
行および協会の運営も円滑に行
われ、目的は十分に達成できたと
言える。

静岡市文化協会の所属団体は少
子高齢化の影響で年々減少傾向
にあり、今後は所属団体および団
体員の人数をどうやって確保して
いくのかが課題となっている。SNS
等のオンラインツールの活用をは
じめ、多様な手段で活動を周知
し、関心を高めていく必要がある。
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芸術文化活
動発表会参
加奨励補助
金

H 15 ～
市

（直営）

芸術文化分野の発表
会出場者を称えると共
に高レベルの目標を
達成するための動機
付けの一助とし、もっ
て本市文化振興に寄
与すること。

中部大会以上の規模
の発表会・全国大会
の出場者に補助金を
交付する。

①交付決定案件
数
②報告書確認件
数、検収・確定件
数③広告誌による
周知の件数

①40件
②40件
③１件

①19件
②19件
③１件

一
般
1,500 - 711 0.0 0.2

中部大会以上
の規模の発表
会・全国大会出
場者に補助金を
交付した割合

100% 100% 100% 100%
補助金交付申請者に対し、確実
に交付決定を行うこととして設定し
た。

100% A A

申請を受け付けた出場者全員に、
決定通知、確定通知を送付し、補
助金を交付することができたため、
当初の目標値を達成した。

引き続き、広報活動を実施し、周
知に努める。
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文化振興事
業補助金

H 19 ～
補助等
（交付先）

文化活動への支援を
通じて、地域や学校・
市民の交流を促進し、
文化活動の裾野を広
げ、本市の文化振興
の一助とする。

「静岡市こどもミュージ
カル」
への補助金交付

①補助金交付事
務の円滑な実施
②交付件数
③報告書確認件
数
④検収・確定件数

①遅延
なく補助
金を交付
②１件
③１件
④１件

①遅延なく
補助金を交
付
②１件
③１件
④１件

一
般
7,000 - 7,000 0.0 0.1

「こどもミュージ
カル」
来場者数

2,258
人

- -
2,258
人

直近の実績値から数値を決定し
た。

1,438
人

C C

新型コロナウイルス感染症の影響
により来場者数が減少した。
目標値はコロナ禍前の実績値から
決定したため、目標値を達成でき
なかった。

集客につながるよう事業のター
ゲットを明確にし、それを確実に取
り込むための事業内容の検討及
び積極的な広報活動を促す。
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文化振興事
業補助金

H 1 ～
補助等
（交付先）

様々な文化活動への
支援を通じて、地域や
学校・市民の交流を
促進し、文化活動の
裾野を広げ、本市の
文化振興の一助とす
る。

「静岡市民大音楽祭」
「静岡菊花大会」
への補助金交付

①補助金交付事
務の円滑な実施
②交付件数
③報告書確認件
数
④検収・確定件数

①遅延
なく補助
金を交付
②２件
③２件
④２件

①遅延なく
補助金を交
付
②１件
③１件
④１件

一
般
3,495 - 250 0.0 0.2

来場者数
①静岡市民大
音楽祭
②静岡菊花大
会

①
1,280
人
②
2,800
人

①-
②
2,808
人

①
1,600
人
②
4,297
人

①
1,569
人
②
4,417
人

①新型コロナウイルス感染症の影
響を考慮し、R1年度実績値の８割
と設定。
②新型コロナウイルス感染症の影
響を考慮し、R2年度実績を基に設
定。

①－
②
3,116
人

①‐
②S

S

市民大音楽祭は新型コロナウイル
ス感染症の影響により事業中止と
なったが、菊花大会は目標値を上
回ることができた。

集客につながるよう各事業のター
ゲットを明確にし、それを確実に取
り込むための事業内容の検討及
び積極的な広報活動を促す。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）
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羽衣まつり
運営委員会
補助金

S 59 ～
補助等
（交付先）

伝統文化の伝承と地
域づくり及び静岡市の
文化の振興、都市イ
メージの向上を図る。

毎年１０月上旬に羽衣
まつり開催のため、市
民組織である運営委
員会へ補助金を交付
する。

補助金交付事務
の円滑な実施
①補助金の交付
②補助金実績の
検収、確定

①遅延
なく補助
金を交付
②１件

①遅延なく
補助金を交
付
②１件

一
般
8,875 - 8,875 1.0 0.0

「三保羽衣薪
能」来場者数

500人 - - 640人
会場を変更し初の開催のため、会
場の収容定員（550人）の９割を目
標とする。

330人 C B

三保松原文化創造センター「みほ
しるべ」前広場を新会場として初め
ての実施となった。
参加者数については、新型コロナ
ウイルス感染症の影響によりツ
アー催行が行われなかったため、
思うように伸びなかったが、新会場
における席の安定性向上により満
足度の高い公演を提供する事が
出来た。

新会場移行に伴い生じた、席配置
等の新たな課題を次年度事業で
解消すべく見直しを行っていく。
コロナ収束後を見据えて、どのよう
に参加者を確保していくか、
広報先の開拓・検討を行ってい
く。
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文化振興助
成事業補助
金

H 8 ～
補助等
（交付先）

市民等の文化活動を
助成する活動を支援
することにより、市の文
化振興を図る。

「文化振興事業費助
成制度」を実施する文
化振興財団への補助
金を交付する。

①補助金交付事
務の円滑な実施
②補助制度の周
知のための説明
会実施回数

①遅延
なく補助
金を交付
②１回

①遅延なく
補助金を交
付
②１回

一
般
2,474 - 0 0.0 0.2

①申込件数
②助成件数

①13件
②10件

①15件
②11件

①９件
②９件

①15件
②10件

①直近３か年の平均値より目標値
を設定。
②直近３か年の平均値より目標値
を設定。

①15件
②10件

①S
②A

S

本年度の申請件数は15件、すべ
ての団体に交付が決定したが、助
成金交付規程の一部改訂、見直
し（他の補助金・助成金との併用
不可）により交付辞退があったた
め、最終交付件数は10件となっ
た。

申込及び助成件数ともに増加させ
るため、当該制度のPRを充実させ
るとともに、助成対象要件の緩和
等について引き続き検討を促す。
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中勘助文化
学記念館管
理運営事業

H 7 ～
市

（委託）

作家中勘助氏の業績
の顕彰や市民の文
化・文芸活動の場とし
て広く市民の文化向
上に寄与すること。

「中勘助文学記念館」
の日常管理運営及び
中勘助顕彰事業の実
施。

①委託契約締結
件数
②完了報告書確
認・検収件数
（管理運営月報12
件）

①７件
②12回

①8件
②12回

一
般
7,677 - 7,194 0.0 0.5 年間来場者数

1,690
人

1,252
人

2,116
人

2,140
人

新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、令和元年度実績値の８
割程度の来場者を想定。

1,695
人

A A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、減少した来場者数は回復
傾向にあり、業務も適正に実施で
きたため。

平成30年度から実施している「３館
連携事業（現在は芹沢銈介美術
館を加えた４館連携）」を活用し、
藤枝市、焼津市、芹沢銈介美術
館、静岡県立大学との連携を深
め、施設のPRに努めていく。
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文化活動事
業継続支援
補助金

Ｒ 3 ～
市

（直営）

国、静岡県知事又は
静岡市長が新型コロ
ナウイルス感染症の
拡大を防止するため
に定めたガイドライン
に基づく新型コロナウ
イルス感染症対策を
講じたうえで実施する
市内会場での文化活
動を開催する事業者
にたいし、補助金を交
付し文化の持続的な
振興を図る。

市内にある定員80人
以上の会場でガイドラ
インに基づく新型コロ
ナウイルス感染症対策
を講じて、市民の鑑賞
を目的とした文化活動
を令和３年９月30日ま
での期間にい１回以
上実施する事業に対
し、定員500人以下に
会場を利用の場合２
万円、定員500人を超
える会場を利用の場
合５万円を交付する。

①交付決定案件
数
②報告書確認件
数

①481件
②481件
（予算上
限になり
次第終
了する）

①80件
②80件

一
般
13,000 - 2,805 0.0 0.3

申請者に補助
金を交付した割
合

100%

単年度
事業の
ため実
績なし

単年度
事業の
ため実
績なし

単年度
事業の
ため実
績なし

補助金交付申請者に対し、確実
に交付決定を行うこととして設定し
た。

100% A A

補助金交付申請者に対し、決定
通知、確定通知を送付し、補助金
を交付することができたため、当初
の目標値を達成した。

単年度事業によりR3年度で終了し
た。
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静岡音楽館
管理運営事
業

H 7 ～

市
（直営・委
託）

市民の音楽に対する
関心を高め、市民文
化の向上を図る。

指定管理者制度によ
る施設の維持管理を
行うとともに、多くの市
民が音楽文化に触れ
る機会を提供するた
め、各種コンサートや
講座を実施する。

①協定書締結件
数
②モニタリング実
施回数
③指定管理業務
報告書・検査件数

①１件
②３回
③13回

①１件
②３回
③１３回

一
般
363,295 5,030 359,111 1.0 0.0

①施設利用率
（年間平均）
②定員に対する
コンサート入場
者数の割合（年
間平均）

①
84.0％
②
70.0％

①
60.1％
②
75.8％

①
77.0％
②
67.7％

①
83.5％
②
69.2％

過去の実績をもとに指定管理者と
調整の上、協定締結時の仕様書
内で設定した目標値

①
68.7%
②
54.7%

①B
②B

A

活動指標については達成すること
ができたが、新型コロナウイルス感
染症の影響により、コンサートの一
部中止や、利用率が減少したこと
で、目標値には届かなかったが、
それを除けば事業計画に従い概
ね良好に実施されていたため。

施設利用者の裾野を拡大するた
め、市民の鑑賞機会拡大や地域
の音楽家の支援・育成を図り、事
業内容を充実させていくことで、施
設利用率向上と利用者数の増加
に努めていく。
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静岡科学館
管理運営事
業

H 15 ～

市
（直営・委
託）

市民が自ら体験するこ
とを通して身近な科学
に親しみ、及び科学
への関心を高める場
を提供することにより、
市民の創造力及び感
性の向上に資する。

指定管理者制度によ
る施設、展示物の維
持管理を行うとともに
科学の実演会及び講
座を実施する。

①協定書締結件
数
②モニタリング実
施回数
③指定管理業務
報告書・検査件数

①１件
②３回
③13回

①１件
②３回
③13回

一
般
327,067 1,770 327,645 1.0 0.0

①年間来館者
数
②連携事業回
数

①
255,00
0人
②
100回

①
76,132
人
②
114回

①
219,83
0人
②
148回

①
245,95
1人
②
123回

過去の実績をもとに指定管理者と
調整の上、協定締結時の仕様書
内で設定した目標値

①
110,81
3人
②185
回

①C
②S

A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、事業の中止や利用者数が
減少したことで来館者数は目標値
に届かなかったが、その影響を除
けば、施設・展示物の適切な維持
管理等、業務は適正に実施できて
いたため。
また、連携事業回数については目
標値を上回る回数を実施した。

感染症対策を行いながら施設を運
営するとともに、展示物を活用した
広報活動等により来館者の確保に
努める。
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サイエンス
キッズ育成
事業

H 29 ～
市

（委託）

５市２町が連携し、圏
域内の子ども達に対
し、科学に触れる機会
を提供することで、次
世代の科学振興の担
い手となる人材を育成
する。

「あつまれ！ふしぎひ
ろば」の実施、「あつま
れ！ふしぎひろば」参
加団体支援事業の実
施等

①委託契約締結
件数
②完了報告書確
認件数
③検収件数

①１件
②１件
③１件

①1件
②1件
③1件

一
般
4,500 - 4,499 0.5 0.0 来場者数 200人 289人

1,538
人

2,858
人

R３募集人数がR2年度と同水準に
なると想定し設定。
（静岡会場50人×２回（AM・PM）
＋藤枝会場50人×２回（AM・
PM））

2,570
人

S S

令和３年度はコロナの影響により
令和２年度と同様に事業を縮小す
る可能性を見越し目標値を設定し
たが、コロナ前と同程度の内容で
開催できた。そのころと比較しても
十分な入場者があり、また参加団
体支援事業も充実した内容となっ
たため。

サイエンスキッズ育成事業は中部
連携中枢都市圏ビジョンの登載事
業であり、５市２町の連携を目的と
した５カ年計画の事業である。令
和３年度はこの最終年度であり、
令和４年度以降は実施しない。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

文
化
振
興
課

112

静岡市美術
館管理運営
事業

H 22 ～

市
（直営・委
託）

多様な美術表現を広
く市民に公開し、静岡
市の特色ある美術文
化の創造と発信を行
い、美術に関する市
民の知識及び教養の
向上を図る。

指定管理者制度によ
る施設の維持管理を
行うとともに、多くの市
民が芸術文化に触れ
る機会を提供するた
め、企画展示や講座
を実施する。

①協定書締結件
数
②モニタリング実
施回数
③指定管理業務
報告書・検査件数

①1件
②3回
③13回

①１件
②３回
③１３回

一
般
336,486 2,070 333,559 1.0 0.0

①累計入館者
数
（150万人・R2～
R6）
②展覧会事業
における来場者
満足度（年間平
均）

①30万
人（150
万人/
５年）
②85％

①
235,24
8人
②
92.8％

①
1,510,
545人
②
86.7％

①
1,255,
217人
②
86.5％

過去の実績をもとに指定管理者と
調整の上、協定締結時の仕様書
内で設定した目標値

①
191,27
5人
（426,5
23人／
R2～
R3累
計）
②
94.8%

①C
②S

A

活動指標については達成すること
ができたが、新型コロナウイルス感
染症の影響により、入館者数が減
少したことで、目標値には届かな
かったが、それを除けば展覧会事
業における来場者満足度は目標
値を大きく上回っており、事業計
画に従い概ね良好に実施されて
いたため。

コロナ禍での経験をもとに効果的
な広報手段を検討することや、事
業内容の充実を図ることにより、入
館者数の増加に努めていく。

文
化
振
興
課

113

芹沢銈介美
術館協議会
開催事業

S 56 ～
市

（直営）

芹沢銈介美術館協議
会で聴取した意見等
を施設の管理運営に
反映し、効率的経営、
市民サービスの向上
を図る。

静岡市博物館条例に
基づき、美術館協議
会委員による会議を
開催する。

協議会開催件数 ２回 ２回
一
般
230 - 161 1.0 0.5

文
化
振
興
課

114

芹沢銈介美
術館管理運
営事業

S 56 ～
市

（直営）

静岡市名誉市民であ
り型絵染の人間国宝・
芹沢銈介の芸術を永
く後世に伝える。美術
に関する知識の向上
と文化の発展に寄与
する。

芹沢銈介の型絵染の
作品等や芹沢銈介が
収集した世界各国の
工芸品の展示を行うと
ともに、講座や講演会
等教育普及事業を実
施する。

①企画展の開催
件数
②講演会・講座等
教育普及事業の
開催件数
③開館日数

①４回
②15回
③255日

①４回
②18回
③255日

一
般
48,825 160 40,695 2.0 2.5

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

115

蒲原東部・
西部コミュ
ニティセン
ター管理運
営事業

H 18 -
市

（直営）

市民の自治意識の向
上、健康の増進及び
生活文化の振興のた
めに、身近な地域に
おける交流の場を提
供する。

施設の維持管理を行
う。

①各種委託契約
締結件数
②施設の小破修
繕の実施

①６件
②適宜

①６件
②８件

一
般
7,919 ― 6,434 0.4 0.1 利用者数

14,357
人

10,153
人

16,205
人

14,663
人

過去３か年の利用者数の平均値
の５％増を目標値として設定した。

10,858
人

B A

目標値は下回ったが、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響を考慮し
た上で、前年度実績を上回る利用
者数の確保及び必要な契約・修
繕の実施による維持管理ができた
ため。

引き続き、地元自治会と連携・調
整を図り、適正な維持管理を継続
して行う。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

116
野外活動施
設管理事業

-

市
（直営・委
託）

気軽に自然と触れ合
える環境を整備するこ
とにより、市民の健康
増進とレクリエーション
の振興を図る。

キャンプ場、ハイキン
グコースの維持管理を
行うとともに、活動の場
の安全対策を図る。

①土地賃貸借契
約締結件数
②謝金の支払件
数
③ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽの
整備

①41件
②70件
③実施

①41件
②70件
③実施

一
般
47,529 ― 45,097 2.0 0.2

キャンプ場利用
者数

5,392
人

4,674
人

5,493
人

5,241
人

過去３か年の利用者数の平均値
の５％増を目標値として設定した。

5,171
人

A A

目標値には到達しなかったが、８．
９月の緊急事態宣言による閉館期
間を除けば、概ね目標どおりの利
用者数を維持できたため。

協議会や関係者と連携し、管理体
制を強化し、適切な事業運営を実
施する。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

117

興津川キャ
ンプ対策協
議会負担金

S 61 -
補助等
（交付先）

気軽に自然と触れ合
える環境を整備するこ
とにより、市民の健康
増進とレクリエーション
の振興を図る。

キャンプ客の多い７月
から９月まで、４箇所の
キャンプ適地に管理
人を配置し、興津川
キャンプ対策協議会
で維持管理を行う。

①負担金支払に
係る事務等の実
施
②総会の開催補
助

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
4,524 ― 4,524 0.2 0.1 利用者数

23,316
人

27,865
人

19,424
人

19,331
人

過去３か年の利用者数の平均値
の５％増を目標値として設定した。

23,295
人

A A

目標値とほぼ同数の利用者数と
なった。新型コロナウイルス感染症
対策を徹底し、協議会関係者と連
携し適切な運営管理を実施したた
め。

協議会や関係者と連携し、適正な
事業運営を継続して行う。
アウトドアブームにより利用者が増
加傾向にあり、今後は管理期間以
外の利用者の対応も検討する必
要がある。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

118

スポーツ施
設予約シス
テム管理事
業

H 21 -
市

（直営・委
託）

インターネットを活用
したサービスを提供す
ることにより、各種ス
ポーツ施設予約の利
便性向上を図る。

①利用者登録
②抽選申込み
③空き施設検索、予
約申込
④利用許可書発行

①利用者登録
②システム運用の
円滑な実施

①随時
②実施

①実施
②実施

一
般
15,726 ― 15,151 1.0 0.4 アクセス件数

1,900,
000件

1,632,
701件

1,535,
928件

1,559,
365件

R1、R2は災害や新型コロナウイル
ス感染症の影響による施設の休館
等により、アクセス件数が少なかっ
たが、R3はワクチンの普及等により
影響が少ないことが予想されるた
め、H29の実績値（1,878,653件）
の近似値を目標値として設定し
た。

1,933,
070件

A A

新型コロナウイルス感染症の影響
により施設の時短営業を行ってい
たにも関わらず、アクセス件数は
目標を達成したため。

引き続き利用状況を把握し、利用
者が増加するよう取り組んでいく。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

119

ふれあい健
康増進館
ゆ・ら・ら管
理運営事業

H 18 -
市

（委託）

市民が気軽に楽しく
心身のリフレッシュに
努めることにより、世代
間の交流の促進を図
るとともに、市民の健
康増進に寄与する施
設を提供する。

施設の維持管理を行
うとともに、市民向けに
健康増進に関するス
ポーツ等教室を開催
する。

①協定締結件数、
年度評価件数
②入退館管理シ
ステム賃貸借契約

①２件
②実施

①２件
②実施

一
般
256,749 ― 256,162 0.6 0.1

①利用者満足
度
②利用者数

①
95.0%
②
199,81
4人

①
   ―
②
125,81
6人

①
   ―
②
214,36
1人

①
   ―
②
230,72
2人

①協定締結時の仕様書上の目標
値90％に５％を加えたものを目標
値として設定した。
②過去３か年の利用者数の平均
値の５％増を目標値として設定し
た。

①
96.0%
②
149,08
9人

①A
②B

A

利用者満足度は目標達成した。
まん延防止等重点措置を受け、８
月から９月の一定期間において、
全館時短営業したこと及びその後
も利用制限を行ったことにより、利
用者数は目標値を下回ったものの
必要な協定及び修繕は計画通り
実施できたため。

引き続き利用状況を把握し、今後
も利用者満足度を高い数値で維
持していく。
指定管理者と連携し、適切な管理
を実施する。

S
来館者数の増加と来館者の満足
度が高い水準を維持できたため。

コロナ禍の影響を考慮しつつ、新
たな情報発信に取組む等、館の
認知度向上に努めていく。

①
16,635
人
②97%

①
16,128
人
②97％

①令和３年度は開館40周年を迎
えるため、記念展等の開催や広報
活動の強化による観覧者増を見
込んで設定した。
②観覧者アンケートの満足度の直
近３か年の平均を考慮し設定し
た。

①
28,013
人
②
95.2%

①S
②A

①年間観覧者
数
②観覧者満足
度

①
24,000
人
②97%

①
11,994
人
②
98.8%
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

120

スポーツ施
設維持管理
事業

H 18 -
市

（直営・委
託）

スポーツ、レクリエー
ション等のための施設
を提供する。

施設の維持管理を行
うとともに、市民向けに
様々なスポーツ教室
等を開催する。

①協定締結件数、
年度評価件数
②政策修繕の実
施

①3件
②実施

①3件
②実施

一
般
250,043 ― 219,131 4.8 4.5

①指定管理施
設における利用
者満足度
②利用者数

①
95.0%
②
929,92
9人

①
94.7%
②
775,24
4人

①
94.3%
②
934,62
3人

①
94.5％
②
947,07
2人

①協定締結時の仕様書上の目標
値90％に５％を加えたものを目標
値として設定した。
②過去３か年の利用者数の平均
値の５％増を目標値として設定し
た。

①
98.4%
②
711,99
4人

①A
②B

A

利用者満足度は目標達成した。
まん延防止等重点措置を受け、８
月から９月の一定期間において、
全館時短営業したこと及びその後
も利用制限を行ったことにより、利
用者数は目標値を下回ったものの
必要な協定及び修繕は計画通り
実施できたため。

引き続き利用状況を把握し、今後
も利用者満足度を高い数値で維
持していく。
指定管理者と連携し、適切な管理
を実施する。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

121
清水庵原球
場管理事業

H 17 -
市

（委託）

野球等のスポーツ振
興及び市民の健康増
進を図る。

施設管理を行うととも
に、各種事業を開催
する。

①協定締結件数、
年度評価件数
②政策修繕の実
施

①2件
②実施

①2件
②実施

一
般
53,038 ― 52,148 0.2 0.1

①利用者満足
度
②利用者数

①
95.0%
②
82,178
人

①
    ―
②
37,039
人

①
    ―
②
94,709
人

①
    ―
②
103,04
5人

①協定締結時の仕様書上の目標
値90％に５％を加えたものを目標
値として設定した。
②過去３か年の利用者数の平均
値の５％増を目標値として設定し
た。

①
98.7%
②
88,801
人

①A
②A

A

利用者満足度及び利用者数とも
目標を達成し、必要な協定及び修
繕についても計画通り実施できた
ため。

引き続き利用状況を把握し、今後
も利用者満足度を高い数値で維
持していく。
指定管理者と連携し、適切な管理
を実施する。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

122
体育館管理
運営事業

S 42 -
市

（直営・委
託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等の
ための施設を提供す
る。

施設の維持管理を行
うとともに、市民向けに
様々なスポーツ等教
室を開催する。

①協定締結件数、
年度評価件数
②政策修繕の実
施

①2件
②実施

①2件（総合
運動場含
む）
②実施

一
般
680,865 ― 667,695 1.2 0.2

①指定管理施
設における利用
者満足度
②利用者数

①
95.0%
②
806,46
0人

①
98.5％
②
570,84
2人

①
98.6％
②
868,42
5人

①
97.2％
②
864,90
9人

①協定締結時の仕様書上の目標
値90％に５％を加えたものを目標
値として設定した。
②過去３か年の利用者数の平均
値の５％増を目標値として設定し
た。

①
98.4%
②
678,21
1人

①A
②B

A

利用者満足度は目標達成した。
まん延防止等重点措置を受け、８
月から９月の一定期間において、
全館時短営業したこと及びその後
も利用制限を行ったことにより、利
用者数は目標値を下回ったものの
必要な協定及び修繕は計画通り
実施できたため。

引き続き利用状況を把握し、今後
も利用者満足度を高い数値で維
持していく。
指定管理者と連携し、適切な管理
を実施する。
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総合運動場
管理運営事
業

H 18 -
市

（委託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等の
ための施設を提供す
る。

施設の維持管理を行
うとともに、市民向けに
様々なスポーツ等教
室を開催する。

①協定締結件数、
年度評価件数
②政策修繕の実
施

①2件
②実施

①2件（体育
館含む）
②実施

一
般
452,378 ― 449,533 2.0 0.1

①利用者満足
度
②利用者数

①
95.0%
②
319,79
6人

①
98.8％
②
239,61
9人

①
98.3％
②
336,87
1人

①
97.8％
②
337,21
5人

①協定締結時の仕様書上の目標
値90％に５％を加えたものを目標
値として設定した。
②過去３か年の利用者数の平均
値の５％増を目標値として設定し
た。

①
99.3％
②
277,62
3人

①A
②B

A

利用者満足度は目標達成した。
まん延防止等重点措置を受け、８
月から９月の一定期間において、
全館時短営業したこと及びその後
も利用制限を行ったことにより、利
用者数は目標値を下回ったものの
必要な協定及び修繕は計画通り
実施できたため。

引き続き利用状況を把握し、今後
も利用者満足度を高い数値で維
持していく。
指定管理者と連携し、適切な管理
を実施する。
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日本平運動
公園管理事
業

S 61 -
市

（委託）

プロサッカー等の開催
によるスポーツ振興及
び市民の健康増進を
図る。

施設管理を行うととも
に、Ｊリーグ及び各種
事業を開催する。

①協定締結件数、
年度評価件数
②政策修繕の実
施

①2件
②実施

①2件
②実施

一
般
151,230 ― 130,926 0.3 0.1

①利用者満足
度
②利用者数

①
95.0%
②
271,58
5人

①
   ―
②
129,51
0人

①
   ―
②
319,47
9人

①
   ―
②
326,96
8人

①協定締結時の仕様書上の目標
値90％に５％を加えたものを目標
値として設定した。
②過去３か年の利用者数の平均
値の５％増を目標値として設定し
た。

①
98.9%
②
238,85
2人

①A
②B

A

利用者満足度は目標達成した。
まん延防止等重点措置を受け、８
月から９月の一定期間において、
全館時短営業したこと及びその後
も利用制限を行ったことにより、利
用者数は目標値を下回ったものの
必要な協定及び修繕は計画通り
実施できたため。

引き続き利用状況を把握し、今後
も利用者満足度を高い数値で維
持していく。
指定管理者と連携し、適切な管理
を実施する。
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清水ナショ
ナルトレー
ニングセン
ター管理運
営事業

H 13 -
市

（委託）

サッカー等、国内外の
トップアスリートの利用
に供するとともに、ス
ポーツ振興及び市民
の健康増進を図る。

施設管理を行うととも
に、各種事業を開催
する。

①協定締結件数、
年度評価件数
②政策修繕の実
施

①2件
②実施

①2件
②実施

一
般
205,497 ― 204,924 0.3 0.1

①利用者満足
度
②利用者数

①
95.0%
②
198,10
4人

①
   ―
②
136,37
0人

①
    ―
②
203,49
6人

①
    ―
②
226,14
3人

①協定締結時の仕様書上の目標
値90％に５％を加えたものを目標
値として設定した。
②過去３か年の利用者数の平均
値の５％増を目標値として設定し
た。

①
98.0%
②
154,33
3人

①A
②B

A

利用者満足度は目標達成した。
まん延防止等重点措置を受け、８
月から９月の一定期間において、
全館時短営業したこと及びその後
も利用制限を行ったことにより、利
用者数は目標値を下回ったものの
必要な協定及び修繕は計画通り
実施できたため。

引き続き利用状況を把握し、今後
も利用者満足度を高い数値で維
持していく。
指定管理者と連携し、適切な管理
を実施する。
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国際大会等
スポーツ競
技大会出場
報奨金

H 22 -
補助等
（交付先）

国際大会等に出場す
る栄誉を讃え、市のス
ポーツ振興及びス
ポーツ活動に対する
意識高揚を図る。

国際大会等に出場す
るスポーツ選手が所属
するスポーツ団体等に
対し、報奨金を交付す
る。

①体育協会加盟
団体への申請事
務説明会の円滑
な実施
②報奨金交付に
係る事務処理の
円滑な実施

①実施
②実施

①２件
②実施

一
般
1,650 ― 1,800 0.2 0.0 交付件数 29件 ０件 25件 40件

実施した過去3年間（H29～R1）の
平均値を目標値として設定した。

2件 C A

新型コロナウイルスの影響から、国
際大会の出場が難しいため、交付
件数は目標を達成しなかったが、
当該事業の交付対象の国内大会
には出場・交付したため。

引き続き、国際大会等出場者へ報
奨金を交付していく。制度を知ら
ず、申請しない団体も多いため、
競技団体へ制度の周知も行う。
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各種目別全
国大会出場
選手補助金

H 16 -
補助等
（交付先）

スポーツ選手を育成
及びスポーツ団体等
によるスポーツ活動を
支援し、スポーツの振
興を図る。

市を代表して全国的
な規模及び水準で開
催されるスポーツ競技
大会に出場するス
ポーツ選手が所属す
るスポーツ団体等に対
し、補助金を交付す
る。

①体育協会加盟
団体への申請事
務説明会の円滑
な実施
②補助金交付に
係る事務処理の
円滑な実施

①実施
②実施

①123件
②実施

一
般
7,540 ― 5,075 0.2 0.0 交付件数 113件 38件 136件 165件

過去3年間の平均値を目標値とし
て設定した。

123件 S S

交付件数は目標を達成。コロナウ
イルスの影響はあるものの、全国
規模の大会が各地で開催された
ため、市内選手も数多く大会に出
場した。

引き続き、全国大会出場者へ補助
金を交付していく。補助金制度を
知らず、申請しない団体も多いた
め、競技団体へ制度の周知も行
う。
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①
所
属
名

№

実績値
当該年度
の目標値

指標名指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達
成
度

会
計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）
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スポーツ推
進審議会事
業

-
市

（直営）

静岡市スポーツ推進
計画に基づき、市民
のスポーツ推進を図
る。

スポーツ基本法第31
条の規定に基づき、
地方スポーツ推進計
画その他のスポーツの
推進に関する重要事
項を調査審議する。

①審議会の開催
②会議録の作成
及び公表

①３回
②３回

①３回
②３回

一
般
478 ― 366 0.4 0.0

諮問に対する答
申書の提出

実施

諮問に
対する
意見の
検討

実施

諮問に
対する
意見の
検討

審議会委員は２年を任期とし、市
教育委員会の諮問を受け、審議
内容を答申書としてまとめている。

実施 A A

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、令和３年度第3回審議会
は書面による開催としたものの、そ
れ以外は計画通り審議会を開催し
たため。

・スポーツ実施率の向上に加え、
「みる」スポーツや「支える」スポー
ツの推進も含めた諸方策の更なる
検討が求められる。
・令和5年度開始のスポーツ推進
計画策定をふまえた審議が必要
である。
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スポーツ推
進委員関連
事業

H 16 -
市

（直営）

スポーツ推進委員が
地域で活動することに
より、市の掲げる目標
である“市民一人１ス
ポーツ”を推進する。

・委員報酬の支払い
・連絡協議会への補
助金交付
・ニュースポーツイベ
ントの開催
・推進委員向け研修
会の受講促進

①研修会の円滑
な開催
②ニュースポーツ
普及のイベントが
円滑に実施できる
よう支援

①２回
②14回

①中止
②３回

一
般
8,874 ― 1,963 2.4 0.0

参加者数
①ﾁｬﾚﾝｼﾞ！ｽ
ﾎﾟｰﾂﾗﾘｰ（１回）
②ﾁｬﾚﾝｼﾞ！ｽ
ﾎﾟｰﾂＤＡＹ（４
回）
③ニュースポー
ツ交流大会（９
回）

①307
人
②延べ
350人
③
1,112
人

①115
人
②中止
③中止

①中止
②延べ
332人
③1218
人

①464
人
②延べ
321人
③1130
人

実施した過去3年間（H29～R1）の
平均値を目標値として設定した。

①中止
②125
人

③67人

①-
②C
③C

A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、チャレンジ！スポーツラ
リーは中止となった。その中でも、
チャレンジ！DAY２回やビーチ
ボール大会については、感染症
対策を講じた上で開催することが
できたため。

・学区や地区でニュースポーツ大
会の開催を望む声があり、スポー
ツ推進委員を中心に地域での普
及事業にも力を入れていく必要が
ある。
・運営方法やルールの徹底、新種
目の導入など、課題に対して推進
委員同士の連携を図って改善して
いく。
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葵区民体育
大会
駿河区民体
育大会

H 15 -
市

（直営）

「市民一人1スポーツ」
を具現化する場とし
て、「いつでも、どこで
も、誰でも、気軽に」を
スローガンに、見て楽
しい、やって楽しい、
支えて楽しい体育大
会を通じて、各区を元
気にする。

７月から10月の間に、
ニュースポーツの部4
回（葵２・駿河２）と「大
運動会」２回（葵１・駿
河１）を実施する。

①実行委員会の
円滑な開催
②運営委員会の
円滑な開催
③各大会の円滑
な開催

①２回
②８回
③６回

①２回
②５回
③３回

一
般
3,539 ― 578 0.6 0.0

参加者数
①葵区民体育
大会
②駿河区民体
育大会

①
4,290
人
②
1,944
人

①中止
②中止

①
3,915
人
②167
人

①
3,789
人
②
1,970
人

ニュースポーツ2種目は葵区390
人、駿河区で144人の参加目標と
した。「大運動会」は各学区、地区
で100名規模の大会を目指したこ
とから、葵区3,900人駿河区1,800
人として算出した。

①213
人

②56人

①C
②C

A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、各区「大運動会」及び駿河
区「ファミリーバドミントン」が中止と
なった。しかし、葵、駿河区計３種
目のニュースポーツの部につい
て、感染症対策を講じた上で開催
することができた。

新型コロナウイルス感染症対策を
講じた上での開催方法を検討して
いく。
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各種スポー
ツ教室

-
市

（直営）

競技人口の拡大と各
種目の競技力向上及
び、“市民一人１ス
ポーツ”の推進を図
る。

幼児や小学生または、
初心者を対象としたス
ポーツ教室を開催す
る。

①教室の円滑な
開催(初心者）
②教室の円滑な
開催(クライミング）
③教室の円滑な
開催(陸上教室）

①2４回
②６回
③３回

①４回
②９回
③９回

一
般
1,272 ― 1,018 0.5 0.0

①初心者スポー
ツ教室の参加者
数
②クライミング教
室の参加者数
③陸上教室の
参加者数

①延べ
720人
②延べ
216人
③440

①89人
②中止
③520
人

①367
人
②88人
③360
人

①延べ
541人
②未実
施

①各種目の定員の合計を目標とし
た。
②定員×教室数を目標とした。
③過去２年間の平均値を目標とし
た。

①96人
②87人
③358
人

①C
②C
③A

B

各種教室は、新型コロナウイルス
感染症の影響により、教室の開催
が減少し、参加者数が目標値に達
しなかったため。

初心者スポーツ・クライミング教室
では、その在り方や事業内容を検
討し、事業目的の達成に効果的な
ものになるよう改善を図る。陸上教
室においては、未実施の学校を中
心に積極的な周知を図って実施し
ていく。
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指導者向け
講習会

S 55 -
市

（直営・委
託）

各分野の専門講座を
開き、指導者が正しい
知識と指導法を習得
するための学習の場
を提供することで、指
導者の育成と資質向
上を図る。

大学教授や医師、イン
ストラクター等を招い
て基本的な指導法の
習得を図るための講
習会を開催する。

①スキルアップ講
習会の開催
②学校プール監
視員講習会の円
滑な開催

①６回
②２回

①６回
②２回

一
般
67 ― 32 0.3 0.0

参加者数
①ｽﾎﾟｰﾂ指導者
スキルアップ講
習会
②学校プール
監視員講習会

①180
人
②193
人

①延べ
177人
②中止

①延べ
121人
②169
人

①延べ
83人
②197
人

①静岡市スポーツ推進計画の目
標値を基に設定した。
②実施した過去3年間（H29～R1）
の平均値を目標値として設定し
た。

①97人
②96人

①C
②C

B

両講習会とも目標の参加人数を下
回ったため。
スキルアップ講習会において目標
人数の半数減少した要因の一つと
して、募集期間が緊急事態宣言と
重なったことが考えられる。

スキルアップ講習会では、参加者
アンケートにおいて満足度が約
98％と高い水準だった。参加者に
とっては満足度の高い内容のた
め、より参加者が増えるよう、委託
先の静岡市スポーツ協会と周知方
法の検討を行っていく。
プール監視員講習会では、利用
団体に対する周知を徹底して行
い、参加者増加に繋げる。
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学校等体育
施設利用事
業

-

市・補助
等

（直営・交
付先）

学校施設を利用する
ことで、地域住民のス
ポーツ活動への参加
機会を創出し、地域の
スポーツ活動を推進
する。

学校ごとに、学校等体
育施設利用運営協議
会を置き、利用団体の
登録や利用調整を行
う。

①事務担当者説
明会の円滑な開
催
②夜間照明施設
の小規模修繕の
実施

①実施
②適宜

①未実施
②実施

一
般
77,441 ― 75,260 0.9 1.0

①利用件数
②利用者数

①
80,907
件
②
1,848,
528人

①
71,171
件
②
1,569,
032人

①
83,834
件
②
1,917,
514人

①
87,717
件
②
2,059,
040人

過去3年の実績の平均値を目標値
として設定した。

①
79,448
件
②
1,687,
568人

①Ａ
②Ａ

A

緊急事態宣言やまん延防止等重
点措置を受けて利用制限を行った
ことにより、目標値は達成しなかっ
たが、その影響を除けば、概ね期
待どおりの利用を維持できたた
め。

中心部の学校の利用は飽和状態
にあるため、近隣や山間部の協議
会との連携を促し、多くの市民が
利用できるようにする。
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静岡市民大
会等開催業
務

H 29 -
市

（委託）

各種市民大会等を開
催することにより、市
民のスポーツ実施の
機会創出と健康づくり
を促し、“市民一人１ス
ポーツ”の推進と競技
力の向上を図る。

各競技団体を主管とし
て各種目別大会やラ
ジオ体操祭を開催す
る。（H15から事業実
施、H29から委託）

①適切な委託事
務の実施
②実施大会の効
果的な広報の実
施
③参加者を増や
すための体育協
会との打合せの実
施

①実施
②実施
③実施

①実施
②実施
③未実施

一
般
9,200 ― 6,808 0.3 0.0

①各種市民大
会開催競技団
体数
②各種市民大
会参加者数
③ラジオ体操祭
参加者数

①31団
体
②
48,000
人
③
2,600
人

①18団
体
②
25,064
人
③中止

①31団
体
②
39,531
人
③
1,378
人

①３１
団体
②
46,856
人
③中止

静岡市スポーツ推進計画の目標
値をもとに設定した。

①22団
体
②
23,949
人
③中止

①C
②C
③-

A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、市民大会を開催できた団
体及び参加者数が目標に届かな
かったが、実施された大会への補
助は適正に執行できたため。

今後も委託先の静岡市スポーツ協
会を通して競技団体と連携を図
り、大会の見直しや効果的な広報
を図ることで、参加者の増加を目
指す。
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市体育協会
補助金

H 18 -
補助等
（交付先）

(公財)静岡市体育協
会のスポーツの普及・
振興を図るための事
業実施を支援する。

(公財)静岡市体育協
会へ補助金を交付し、
スポーツの普及・振興
を図るための事業を実
施する。

①補助金交付事
務の円滑な実施
②参加者を増や
すための体育協
会との打合せの実
施

①実施
②適宜

①実施
②実施

一
般
16,512 ― 13,687 0.2 0.0

参加者数
①体協ウォーキ
ング
②スポーツ講演
会

①67人
②281
人

①中止
②161
人

①127
人
②359
人

①43人
②325
人

①実施した過去３年間の実績の平
均値を目標に設定した。
②過去３年の実績の平均値を目
標とした。

①中止
②154
人

①-
②C

A

スポーツ講演会について、新型コ
ロナウイルス感染症の影響に伴
い、人数制限をしたことにより、参
加者数が減少したが、この影響を
除けば概ね目標どおりの実績値で
あるため。

日頃、スポーツを行わない市民に
対し、いかにスポーツを実施しても
らうか、事業の内容とその周知方
法について、静岡市スポーツ協会
と協議し、参加者の増加を図って
いく。
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①
所
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№
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の目標値
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⑥事業内容②事務事業名
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評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
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⑧事業費 ⑨人工

直近３か年の実績値
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成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）
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成
度
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計
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（人）

前年度
からの
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清水区連合
体育会補助
金

-
補助等
（交付先）

補助金交付により、地
区の体育大会や各種
スポーツ大会を開催
し、より多くの市民がス
ポーツに参加できるよ
うにする。

清水区民体育大会、
各地区運動会、各種
スポーツ大会を開催
するため、清水区連合
体育会に補助金を交
付する。

①補助金交付事
務処理の円滑な
実施
②清水区民体育
大会の円滑な開
催
③その他８つの事
業の円滑な開催

①実施
②実施
③８回

①実施
②中止
③４回

一
般
4,376 ― 3,396 0.1 0.0

参加者数
①清水区民体
育大会
②その他８つの
事業

①
3,400
人
②
1,719
人

①中止
②中止

①台風
のため
未実施
②
1,574
人

①3303
人
②1605
人

①静岡市スポーツ推進計画の目
標値をもとに設定した。
②実施した過去３年間の実績をも
とに設定した。

①中止
②523
人

①-
②C

B

新型コロナウイルス感染症の影響
により、清水区民体育大会が中止
となり、その他事業についても参
加者数が目標値に届かなかった
が、実施された事業への補助は適
正に執行できたため。

新型コロナウイルス感染症対策を
講じた上での開催方法を検討して
いく。
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葵区及び駿
河区地域ｽ
ﾎﾟｰﾂ振興事
業補助金

S 58 -
補助等
（交付先）

地域のスポーツ活動
を支援し、市の掲げる
目標である“市民一人
１スポーツ”の推進を
する。

地域のスポーツ活動
を支援し、スポーツ振
興を図るために運動
会等を開催する葵区
及び駿河区の小学校
区の自治会連合会に
対して補助金を交付
する。

①補助金交付事
務処理の円滑な
実施
②学区体育行事
年間計画書、報告
書の集計

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
3,000 ― 268 0.2 0.0

スポーツ振興事
業実施事業数

211事
業

53事業
290事
業

290事
業

過去3年間の平均値を目標値とし
て設定した。

67事業 C A

新型コロナウイルス感染症の影響
により、多くの地区で事業が中止と
なり事業数が減少したが、実施さ
れた事業への補助は適正に執行
できたため。

地域のスポーツ活動が活性化し、
より多くの市民が参加するよう、更
なる制度の周知を図る。
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静岡県市町
対抗駅伝競
走大会選手
強化事業補
助金

-
補助等
（交付先）

静岡市の市民意識の
高揚、市民スポーツの
振興を図ると同時に
長距離選手の発掘育
成を行う。

本市代表チームの選
手選考、強化を行うた
め、静岡市陸上競技
協会に補助金を交付
する。

①事務処理の円
滑な実施
②担当者説明会
への出席回数

①実施
②２回

①実施
②２回

一
般
1,895 ― 1,895 0.3 0.0

参加チームの順
位

静岡：3
位
清水：
14位

静岡：
７位
清水：
16位

静岡：2
位
清水：
12位

静岡：
２位
清水15
位

過去3年間の平均値を目標値とし
て設定した。

静岡：
11位
清水：
５位

B B

静岡チームは目標の順位を下
回ったものの、清水チームは目標
の順位を大きく上回る結果となっ
たため。どの年のどの年代におい
ても、レベルの高い選手を選出で
きるように、競技力向上が不可欠
である。

現状では好成績を残しているが、
今後、全市的な陸上競技人口減
少（特に長距離）や、レベルの低
下が心配されるため、競技人口増
加及び競技力向上の方法につい
て市陸協と連携し、検討を行う必
要がある。
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台湾スポー
ツ交流事業

H 26 ～
市

（直営）

スポーツをはじめとし
た交流の推進やシ
ティセールスにより、
本市と台湾との交流
人口の拡大を図るとと
もに、新たなスポーツ
交流を通じて、選手の
競技力や指導者の資
質向上及び、国際感
覚豊かな人材育成を
図る。

①静岡マラソンと友好
関係にある台北マラソ
ンとの交流事業の実
施
②台北市との新たなス
ポーツ交流事業の実
施

①遅延なく円滑な
実施
②台北市との新た
なスポーツ交流事
業の覚書締結
③台北市との指導
者交流の実施

①実施
②実施
③実施

①一部実施
②実施
③実施

一
般
2,025 ― 195 0.2 0.0

①静岡マラソン
に参加する台湾
からのエントリー
数
②台北市との指
導者の派遣・受
入の準備
③台北市との指
導者の派遣・受
入の実施

①130
人

②実施

③各１
回

①－

②－

③－

①126
人
②－

③－

①91人

②－

③－

①過去３年間の最高値と同等の数
字を目指すため、令和元年度実
績値と同程度の参加者数を目標
値とした。
②コロナ禍の中で台北市との指導
者派遣及び指導者受入が着実に
実施できるよう準備することを目標
とした。
③台北市との事前打ち合わせに
基づき、台北市への指導者派遣を
１回、台北市からの指導者受入を
１回実施することを目標値とした。

①－

②実施

③－

①
－

②Ａ

③
－

Ａ

新型コロナウイルス感染症の影響
により、静岡マラソン2022大会が中
止となった。また、台北市とのバス
ケットボール指導者交流について
も、新型コロナウイルス感染症の影
響により派遣・受入は実施できな
かったが、台北市と交流に向けて
の準備を行い、オンラインによる指
導者同士の交流を実施し、お互い
の指導方法等を把握するととも
に、今後の相互派遣に向けた協
議が実施できたため。

コロナ禍における事業実施であっ
たため、指導者交流がオンライン
による実施になる等の課題もあっ
た。令和４年度も引き続きコロナ禍
での事業実施が想定されるため、
選手の競技力や指導者の資質向
上及び、国際感覚豊かな人材育
成が図れるような実施方法を検討
していく。
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オリンピッ
ク・パラリン
ピック合宿
等誘致事業

H 27 - Ｒ 3
市

（直営・委
託）

合宿誘致を契機に、
ホストタウン相手国・地
域等との交流（人的・
経済的・文化的）を推
進するほか、本市の
魅力や存在感を国内
外に広く発信する。ま
た、相手国・地域との
国際交流を通じ、児
童生徒等の国際意識
を高め、今後の交流
の担い手となる人材
育成を図る。

合宿誘致に加え、コロ
ナ禍、ホストタウン相
手国・地域の合宿受
入れが急遽中止にな
る中、相手国・地域と
のつながり維持・強化
に向けた各種事業の
実施

合宿誘致、ホスト
タウン関連業務の
円滑な実施

実施 実施
一
般
45,395 13,943 34,647 5.0 0.2

①市内での合宿
実施数（代表ク
ラスの強化合宿
を含む）
②ホストタウン理
解推進講座へ
の参加校

①5件
②７校

①２件
②７校

①７件
②－

①11件
②－

①過去の合宿実施団体に対する
働きかけのほか、新たな団体の合
宿誘致にも取り組むが、コロナ禍
における合宿となるため、令和元
年度及び２年度の平均値を目標
値とした。
②令和２年度実施校（７校）と同数
を目標値とした。

①４件
②７校

①B
②A

Ａ

①新型コロナウイルス感染症の影
響により予定していた３つのホスト
タウン相手国・地域の合宿が中止
となり目標値を下回ったが、フラン
ステコンドー代表チームや、車い
すバスケットボール男子日本代表
チーム等の合宿の受入れを行うこ
とができた。
②目標値を達成するとともに、講
座を通じて、ホストタウンとしての取
組の周知だけでなく、キャリア教
育・国際理解教育の授業の一環と
して実施することができた。

合宿受入れについては、国内代
表チームの合宿が継続的なものに
なるよう取り組んでいく。また、ホス
トタウン理解推進講座は、これまで
どおりの東京2020大会に向けた機
運醸成のためではなく、キャリア教
育・国際理解教育という内容をより
深めたものとする必要がある。
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静岡野球
ウィーク開
催事業補助
金

H 31 ～
補助等
（交付先）

静岡野球ウィークを支
援することにより、野
球を通じた静岡市の
プレゼンスの向上及
びスポーツツーリズム
の推進並びに市民の
野球熱の向上を図る。

①開催に伴う関係機
関との調整
②当該団体への補助
金の交付

①補助金交付に
係る事務処理の
円滑な実施
②団体の運営支
援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
5,000 5,000 6,860 0.1 0.0

①市内宿泊者
数
②全日本少年
春季軟式野球
大会への静岡
市チームの出場

①延べ
2,800
人
②1
チーム
以上

―
①-
②3
チーム

―

①令和元年度の第１回野球ウィー
クにおいて、市内に宿泊予定で
あったチームが県外チームの51％
であったことを踏まえ、本大会で定
める目標値には、県外チーム（50
チーム）の55％にあたる25チーム
が市内に宿泊することを想定し、
同目標値を設定した。
②市選抜チームの出場をにより、
市内中学生が全国大会を経験す
る機会を創出するため、同目標値
を設定した。

①延べ
2,456
人
②2
チーム

①B
②S

Ａ

①実績値は第２回大会（繰越）及
び第３回大会（現年）事業の平均
値である。いずれも新型コロナウイ
ルス感染症の影響がある中での大
会開催であったが、ほぼ目標値に
近い市内宿泊者数であった。
②各大会とも市内から２チームが
参加したことで目標値を達成した
ため。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した上で目標値を超えられる
ように、主催団体との連携を図る。
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清水エスパ
ルス交流事
業補助金

H 8 ～

補助等
（市・交付
先）

清水エスパルスが実
施する、青少年育成
や地域交流を推進す
る各種事業を支援す
る。

㈱エスパルスへの補
助金の交付（地域交
流応援シート、ホーム
ゲーム小中学生招
待、巡回スポーツ教室
の開催支援）

①補助金交付事
務の実施
②補助対象事業
の実施支援

①実施
②実施

①実施
②一部実施

一
般
4,500 ― 2,700 0.3 0.1

①地域交流応
援シート事業参
加者数
②小中学生招
待者数
③巡回スポーツ
教室参加園数

①900
人
②540
人
③125
園

①－
②535
人
③121
園

①
3,381
人
②859
人
③128
園

①
3,552
人
②646
人
③126
園

①エスパルスホームゲーム入場制
限下では、当該事業に係る入場
者は大きく減少するものと推定。入
場規制がシーズン後半戦（計９試
合）から解除され、１試合当たり２
地区計100人程度が参加するもの
と仮定し目標値を設定する。
②新型コロナウイルス感染症の影
響を鑑み、昨年度と同水準を目指
す。
③新型コロナウイルス感染症の影
響を鑑み、昨年度と同水準を目指
す。

①－
②
1,062
人
③113
園

①
－
②Ｓ
③Ａ

Ａ

②は、対象試合を１試合から２試
合に増やしたため、目標値を上
回った。一方で、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、①は中止
となった。また、③は一部中止によ
り目標値を下回った。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した地域交流応援シート事業
の実施方法の見直しや、小中学
生招待事業におけるPR時期や方
法をエスパルスと協議する。

ス
ポ
ー

ツ
交
流
課
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清水エスパ
ルスアウェイ
ゲームパブ
リックビュー
イング開催
事業

H 29 ～

市
（直営・委
託）

市民が清水エスパル
スに触れる機会、観戦
する機会をより多く創
出する。

清水エスパルスアウェ
イゲームパブリック
ビューイングの開催

①委託契約事務
の実施
②パブリックビュー
イングの開催件数

①実施
②１回

①実施
②１回

一
般
2,600 ― 2,581 0.2 0.0

①延べ来場者
数
②パブリック
ビューイングに
満足した来場者
の割合

①800
人
②90％

①972
人
②80％

①
4,900
人
②90％

①
4,100
人
②91％

①現況値及びコロナ禍の影響を
鑑み、入場上限１,000人の８割程
度の来場を目指す。
②現況値及び新型コロナウイルス
感染症の影響を鑑み、来場者の
90％が当該事業に満足することを
目指す。

①617
人
②84％

①B
②A

B

新型コロナウイルス感染症におけ
る緊急事態宣言の影響で①来場
者数が目標値を下回った。また、
従前実施していた音楽イベントや
飲食ブースを中止したため、②満
足割合が目標を下回った。その影
響を除けば、事前申込制や入場
時の検温・手指消毒などコロナ対
策を徹底し、安全安心なイベントと
して適正に実施できた。また、来
場者アンケートによれば、来場者
の３割が市外から参加し、９割が周
辺店舗で買物等をするなど、交流
人口増加や地域商業振興にも寄
与しており、成果指標以外にも相
応の成果を得て、事業を適正に実
施できた。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した上で、来場者数を増やす
ための効果的な情報発信を行い、
より楽しめるイベント・アトラクション
等の取組みを検討する。

ス
ポ
ー

ツ
交
流
課
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ホームタウ
ンチーム誘
客促進事業

Ｒ 3 ～

市
（直営・委
託）

新型コロナウイルス感
染症による影響を受
けているホームタウン
チームの活動を支援
するため、ホームゲー
ムへの誘客を図る。

清水エスパルス・ベル
テックス静岡と協働し、
両クラブホームゲーム
での来場促進啓発品
の配布や誘客促進イ
ベントを実施

①委託契約事務
の実施
②来場促進啓発
品の配布試合数
③誘客促進イベン
トの実施回数

①実施
②４試合
③２回

①実施
②４試合
③２回

一
般
7,800 ― 7,799 0.2 0.0

①エスパルスを
応援し、興味・
関心を抱いてい
る市民の割合
②ベルテックス
を知っている市
民の割合

①75％
②60％

①63％
②55％

①73％
②51％

①71％
②－

①市民の75％が、エスパルスを応
援し、興味・関心を抱くことを目指
す。
②市民の60％が、ベルテックスを
知っていることを目指す。

①65％
②67％

①B
②S

Ａ

ホームゲームでの来場促進啓発
品の配布や誘客促進イベントを予
定どおり実施できたが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、市
民がエスパルスに接する機会が損
なわれたことから、①エスパルスの
応援割合の目標値は下回った。そ
の影響を除けば、誘客促進イベン
トでは本市の地域資源の啓発を併
せて実施し、シティプロモーション
の推進など、成果指標以外にも相
応の成果を得て、事業を適正に実
施できたため。

応援機運の醸成を図るだけでな
く、シティプロモーションの推進や
地域の賑わい創出等を図るため、
より効果的な啓発品やイベントを
検討する。

ス
ポ
ー

ツ
交
流
課
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清水エスパ
ルス活用・
応援機運醸
成事業

H 28 ～

市
（直営・委
託）

市民が、本市の心の
公共財である清水エ
スパルスを応援する機
運を醸成する。

①事業・イベント等へ
の選手・マスコット等の
派遣
②エスパルス応援横
断幕の作成、グッズの
購入等
③日本平運動公園球
技場ネーミングライツ
パートナーシップ契約
にかかる契約金の収
入

①エスパルス選手
等の派遣回数
②作成・購入物品
の活用回数
③契約金の収入

①10回
②15回
③実施

①４回
②14回
③実施

一
般
1,000 ― 143 0.2 0.3

エスパルスを応
援し、興味・関
心を抱いている
市民の割合

75% 63% 73% 71%
昨年度同様、市民の75％が、エス
パルスを応援し、興味・関心を抱く
ことを目指す。

65% B B

年度当初、エスパルス選手等の派
遣を14回予定していたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により、
各種事業・イベント等が中止に
なったため、目標値を下回った。ま
た、Jリーグにおける入場制限等
で、市民がエスパルスに接する機
会が大きく損なわれたことも要因と
して考えられる。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した上で、より高い効果を期
待できる事業・イベントの選別や、
派遣・活用回数を増やすために庁
内各課への声掛け等を積極的に
取り組んでいく。併せて、エスパル
ス創設30周年に向けた事業を検
討する。
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サッカーを
活かしたま
ちづくり推
進事業

H 16 ～

市
（直営・委
託）

本市の地域資源であ
るサッカーを活かし、
地域の賑わい創出や
子どもの健全育成及
び、施策推進に向け
た関係各者との連携
強化等を図る。

①ＪＦＡこころのプロ
ジェクト「夢の教室」開
催
②日本サッカーを応
援する自治体連盟
等、関係各者との連携
③エスパルス教育サ
ポート事業「エスプラ
ス」の授業実施支援
④エスパルスホームタ
ウンコーナーの設置
⑤サッカーのまち啓発
「オレンジバナー」の
掲出
⑥各種サッカー大会
開催支援

①「夢の教室」開
催クラス数
②日本ｻｯｶｰ応援
自治体連盟関連
会議への参画回
数
③授業回数
④各区へのホーム
タウンコーナー設
置
⑤オレンジバナー
の掲出箇所数
⑥支援する大会
の数

①３クラ
ス
②２回
③10回
④実施
⑤８箇所
⑥３大会

①９クラス
②２回
③14回
④実施
⑤８箇所
⑥３大会

一
般
2,109 ― 1,439 0.5 0.5

サッカーのまち
である本市に愛
着を抱く市民の
割合

70% 55% 68% 67%
昨年度同様、市民の70％が、サッ
カーをきっかけに地域に愛着や誇
りを抱くことを目指す。

56% B B

新型コロナウイルス感染症の影響
によるJリーグの入場制限や草サッ
カー大会等各種大会の中止など、
市民がサッカーに触れる機会が少
なかったことにより、成果指標の目
標値を下回った。一方で、各種事
業をオンラインで実施する等臨機
応変に対応したことで活動指標の
目標値を上回ることができた。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した上で、より効果的な事業
を、同協議会とともに検討する。

ス
ポ
ー
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フォッサ・
サッカーの
まち市民協
議会補助金

H 7 ～

補助等
（市・交付
先）

ホームタウンチームを
活かしたまちづくりを
官民連携して推進す
る「フォッサ・サッカー
のまち市民協議会」の
活動を支援する。

同協議会への補助金
の交付（オレンジス
ポーツフィールド、
ホームタウンチームＰ
Ｒ事業、サッカー日本
代表応援事業等）

①補助金交付事
務の実施
②補助対象事業
の実施支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
1,455 ― 1,364 0.4 0.1

①エスパルスを
応援し、興味・
関心を抱いてい
る市民の割合
②ベルテックス
を知っている市
民の割合

①75％
②60％

①63％
②55％

①73％
②51％

①71％
②－

昨年度同様、
①市民の75％が、エスパルスを応
援し、興味・関心を抱くことを目指
す。
②市民の60％が、ベルテックスを
知っていることを目指す。

①65％
②67％

①B
②S

Ａ

新型コロナウイルス感染症の影響
により、大きな集客を図るイベント
や啓発活動を実施できなかったた
め、①は目標値を下回った。しか
し、例年実施している参加・体験
型のイベントを展示型に変更する
等、成果指標以外にも相応の成
果を得ることができた。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した上で、より効果的な事業
を、同協議会とともに検討する。

ス
ポ
ー
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野球を活か
したまちづく
り推進事業

H 25 ～

補助等
（市・交付
先）

市民野球熱の醸成を
図り、野球を活かした
地域活性化を推進す
る。

①楽天イーグルス市
民交流事業の開催
②プロ野球オープン
戦開催支援
③野球を活かしたまち
づくり推進可能性調査
の実施

①楽天市民交流
事業の実施
②オープン戦告
知活動の実施
③可能性調査の
実施

①実施
②実施
③実施

①実施
②実施
③実施

一
般
7,000 ― 5,290 1.0 0.0

①楽天未来塾
に参加により、
野球へ関心を
持った参加児童
の割合
②プロ野球オー
プン戦（土、日）
の来場者数

①85％
②
16,000
人

①－
②
7,590
人

①81％
②無観
客試合

①76％
②
15,242
人

①実施２ヶ年実績を鑑み、85％の
児童が野球へ興味を持つことを目
指す。
②現況値及び新型コロナウイルス
感染症の影響を鑑み、１試合
8,000人（２試合計16,000人）の来
場を目指す。

①75％
②
13,161
人

①B
②B

B

新型コロナウイルス感染症の影響
により、①楽天未来塾は、実施方
法に制限があり、野球へ関心を
持った児童の割合が目標を下
回った。また、②プロ野球オープン
戦においては、従前実施していた
子ども向けのイベントを実施できな
かったこと等から目標値を下回っ
た。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した上で、より多くの市民が地
域資源である野球に触れられるよ
う、交流事業の内容を充実させて
いく。
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大学野球
オータムフ
レッシュリー
グin静岡開
催事業補助
金

H 30 ～
補助等
（交付先）

野球を通じた交流人
口の増加及び参加
者・関係者の交流を
促進し、野球を活かし
たまちづくりを推進す
る。

毎年11月に開催され
る「大学野球オータム
フレッシュリーグin静
岡」の主催者である実
行委員会への補助金
交付

①補助金交付に
係る事務処理の
円滑な実施
②実行委員会の
運営支援

①実施
②実施

①実施
②実施

一
般
2,000 ― 2,000 0.2 0.0

①大会に満足し
た来場者の割合
②市外からの来
場者の割合

①80％
②50％

①75％
②50％

①－
②
56.5％

－

①現況値及び新型コロナウイルス
感染症の影響を鑑み、来場者の
80％が当該大会に満足することを
目指す。
②現況値及び新型コロナウイルス
感染症の影響を鑑み、来場者の
50％が市外からの来場者となるこ
とを目指す。

①80％
②50％

①A
②A

Ａ

広く大会を告知するために、SNS
での効果的な情報発信等広報を
強化したことで目標値を達成した。
また、市内高校生を対象にしたオ
ンライン野球教室や市内中学生を
対象にした対面での野球教室を
開催するなど、成果指標以外にも
相応の成果を得て、事業を適正に
実施できた。

新型コロナウイルス感染症対策を
徹底した上で、より多くの市民が地
域資源である野球に触れられるよ
う、大会を円滑に開催する。また、
参加大学の学生有志による企画
チームが大会運営を担っているた
め、学生が入れ替わっても、前回
大会までのノウハウを継承していく
ことが課題であるため、実行委員
会と連携をとり、大会の安定的運
営を支援していく。

日
本
平
動
物
園

150

日本平動物
園運営委員
会

S 44 ～
市

（直営）

動物園、遊戯施設、
駐車場及びその他の
施設を適正かつ効
率、効果的に運営す
るにあたり、広く市民
の意見を反映させるた
め、調査・審議を行う。

運営委員会を開催し、
日本平動物園の運営
に係る案件の審議を
行う。

運営委員会開催
数

２回 2回
一
般
138 ― 115 0.2 0.0

①委員会への
付議件数
②委員会からの
審議結果への
対応

①３件
②実施

①３件
②実施

①３件
②―

①３件
②―

①当園の運営及び行事計画、入
園者の誘致などの事項について３
件以上付議することを目標値に設
定した。
②委員会からの審議に対する意
見等に対して、対応可能な案件を
実施することを目標値とした。

①3件
②実施

①A
②A

A

計画どおり会議を実施し、審議案
件数について、目標値を達成し
た。また、委員からの意見等に対
して、改善実施、検討を行った。

当園の運営に関する必要案件に
ついて、引き続き諮っていく。
女性委員登用割合向上のため、
次期改選期に働きかけを強化す
る。
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（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

151
動物園管理
運営事業

S 44 ～

市
（直営・委
託）

適切な管理・運営の
下、観光の拠点施設
として、来園者数の増
加及び利用者満足度
の向上を図る。

①来園者増加に向け
た広報事業
②年間を通じた多彩
なイベント開催
③来園者への安全な
施設の提供

①広報活動（報道
提供等の情報発
信）の実施件数
②動物園イベント
の実施件数
③施設の定期的
な点検と修繕

①180回
②30回
③実施

①199回
②31回
③実施

①来園者数
②アンケートに
よる来園者満足
度
③事故発生件
数

①
400,00
0人
②90％
③0件

①
372,14
7人
②
88.0％
③２件

①
509,53
9人
②
86.7％
③１件

①
539,39
5人
②
95.1％
③0件

①コロナ禍のため、当初目標の55
万人に、令和２年度／令和元年度
の入園者率を乗じて算出した。
②過去３か年の平均値より算出し
た。
③飼育動物の管理や園施設の定
期点検等を実施し、来園者の安全
を確保するため事故発生０件と設
定した。

①
420,93
7人
②96％
③0件

①S
②S
③A

A

臨時休園期間があったが、再開園
後は来園者数を持ち直し、目標値
を上回った。1次評価は、達成度
割合の平均値から評価した。

当園の基本理念である「いのちを
感じ、次世代につなぐ動物園」の
実現のため、絶滅危惧種や動物
たちの生息地の厳しい環境を来園
者に伝え、生物多様性の保全に
ついて考えるきっかけを作る場の
拡充をしていく。
また、感染予防対策を継続しつ
つ、イベントの早期再開を目指し
ていく。

152
教育普及事
業

S 44 ～
市

（直営）

情操教育や環境教育
の拠点として、「動物
を理解し、愛情と思い
やりをもって生活し、
それを次世代に伝え
ていける人」を育成す
る。

動物などを通じての教
育普及活動

幼児動物教室の
実施回数

120回 139回
アンケートによる
幼児動物教室
の理解度

90% 88.4% ― ―

幼児動物教室は、動物とのふれあ
いを通じて、愛情や思いやりの心
を育てることを目的とするため、そ
の学びへの理解度を90%の目標と
して設定した。

89.0% A A

幼児動物教室の参加者の理解度
は、昨年度を上回ったが、目標値
をやや下回った。

幼児動物教室の充実と更なる満
足度の向上のため、ニーズにあっ
た教育事業となるよう適時見直し
を図っていく。

153
種の保存事
業

S 44 ～
市

（直営）

動物の行動や環境エ
ンリッチメント等の研究
を行い、希少動物種
の繁殖を図る。

希少動物種の繁殖推
進
※希少動物：IUCN（国
際自然保護連合）レッ
ドリスト（CR、EN、VU）
又はワシントン条約附
属書Ⅰ、Ⅱに該当す
る動物

繁殖のための研
究実施件数

２件 ９件
希少動物の繁
殖種数

５種 ９種 ４種 ５種
動物園の使命である「種の保存」
を実現するため、園の規模等を踏
まえ、５種繁殖を設定した。

7種 S S 繁殖実績数が目標値を上回った。

「種の保存」の実現のため、継続し
て大学等と緊密に共同研究事業
を実施していくほか、他機関との
情報及び技術の共有を図る。

日
本
平
動
物
園

154
大型動物導
入推進事業

H 30 ～

市
（直営・委
託）

新たなアジアゾウ導入
の可能性について調
査を行う。

アジアゾウを導入する
ための情報収集及び
原産国との協議等に
関する調査を行う。

導入可能性調査 実施 実施
一
般
4,933 ― 0 1.0 0.0

①原産国選定
調査
②関係機関等
への情報収集

①実施
②実施

①実施
②実施

①実施
②実施

①実施
②実施

現在は、交渉先となる原産国の決
定と導入に向けた可能性を調査
する段階のため、調査実施を目標
値として設定した。

①実施
②実施

①
実
施
②
実
施

A

コロナ禍により原産国へ協議のた
めの訪問ができなかったが、大型
動物導入のための交渉先となる原
産国の調査と情報収集を実施し
た。

コロナ禍における今後の情勢を見
極めつつ、可能な時期に早期の
訪問を検討する。また、他の原産
国からの導入の可能性も含め調
査を継続していく。

8,640 421,044 32.8 10.0

日
本
平
動
物
園

一
般
445,415


